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　最初にアトピー性皮膚炎の症状が出

たのは、1985年の大学入試直前だった。

　高校3年生の時（1984年）受験に失敗

し、１年間予備校に入って寮生活を送

った。寮は、六畳の部屋を薄い敷居で半

分にした、ベッドと机を置くと一杯に

なってしまうような所。ほとんど24時

間監視のもと、“こんな半強制的なやり

方はよくない”と文句を言いながらも、

他の受験生と競いながら勉強した。食

事は朝晩は寮で、昼は外でほとんど讃

岐うどんを食べていた。寮から予備校

までは自転車で片道40分もかかり、そ

の往復が結構運動になった。これが気

分転換になったのか、この一年間運動

不足によるストレスはそう感じていな

かった。親の話では12月頃から痒みを

訴えていたらしいが、自分の中では、入

試直前に宿泊したホテルで額に軟膏を

塗っていた覚えがあるくらいだ。その

頃はあまりひどくなかったので、無事

に受験を済ませることができた。

 　運良く、京都大学薬学部に合格する

ことができた。京都は古くからたくさ

んの学校があり、学生が生活しやすい

街だ。単身向けのアパートが多く、コン

ビニやスーパーマーケット、食べる所

や酒を飲む所には事欠かない。ただし

夏はまとわりつくような暑さで、冬は

底冷えする。水は水質の悪化が著しい

琵琶湖を水源とするためか、かなり臭

いが鼻をつく。三方を山に囲まれてい

るため、空気がよどむとも言われてい

る。基本的な生活環境としてはあまり

良いとは言えないが、環境のいい高知

で生まれ育ったからこう感じるのであ

って、都会とはどこもこのようなもの

かもしれない。それに京都の人がみん

な体調がすぐれないということもない。

 　一人暮しを始めたこともあり、すぐ

に自堕落な生活に突入した。最初の住

まいはいわゆるワンルームマンション

で、窓があるものの湿気が貯まりやす

い造りだった。悪いことに、床がカーペ

ット敷きでいつもジメジメしていた。

すぐに酒やタバコを覚え、夜遅くまで

マージャンをしたりした。食事は外食

が多く、部屋から数十歩の所にある弁

当屋が行き付けになるほどで、栄養バ

ランスなどいいものではなかった。た

だ、もともとスポーツをすることは好

きだったので、学部にあるテニスサー

クルに入り、典型的な大学生になって

いった。

 　アトピー性皮膚炎のひどい症状が出

たのは、一回生の時のテニスサークル

の夏合宿だった。急に強い痒みと発疹

に襲われて睡眠がとれなくなり、途中

で帰るはめになった。しかしその後高

知に帰省し、しばらくするとその症状

は軽快した。家が薬局だということも

あってか、病院に行った記憶はない。お

そらく店の痒み止めのクリームで治ま

ったのだろう。

　しかし、その後もこの年、何度か発症

した。それでも痒みは総じて少なく、顔

や首に少し浸出液を伴うが基本的には

乾燥性のものが多かった。

　2回生の時（1987年）、やはりテニスの

夏合宿で発症したが、この時は帰郷す

ることなく最後まで参加した。症状と

しては比較的落ち着いていて、大学生

活の中でも一番まともな年だったので

はないだろうか。実はアトピー性皮膚

炎になって以来、辛かったことや後悔

の記憶は不思議なほど残っているのだ

が、逆に楽しかったことはあまり覚え

ていないのだ。

　3回生の終わり頃、Ｔ病院にて漢方治

療を受けた。煎じ薬を処方され、家で煎

じて服用していたがあまり効果がなく、

体調の優れない時など煎じる気にもな

れないこともあって、しばらくして止

めてしまった。

　この3年間の傾向として、京都では悪

くなるが、高知に帰郷すると良くなる

というパターンを繰り返した。悪化す

る時期に季節感は感じられなかった。

ただ、悪化する毎に症状がひどくなり、

予備校～大学3回生
1985 ～198801
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4回生～研究生
1989～1991

当然、治りも悪くなっていった。症状と

しては、総じて滲出液は少なく、皮膚の

赤みと全身の熱感、そして強い痒みが

中心で、それに伴う疲労と睡眠不足が

あった。精神的な鬱屈はつのり、たびた

び一人で酒を浴びる程飲んだ。酒は一

定以上飲むと神経が麻痺してしまい、

痒みが知覚されなくなるのだ。ただ、酔

いが覚めてきた時に猛烈な痒みに襲わ

れてしまう。幸いなことに、つらい時は

授業を休むことができたので、なんと

か生活できていた。

　4回生（1989年）になり、症状が急に悪

化した。それまでは乾燥の強いものが

主だったが、この頃より滲出液も多く

なった。生活の上で大きく変わったの

は、研究室に配属して1日のほとんどを

そこで過ごすことになった事だ。各々

研究課題を与えられ、毎日コツコツと

実験を進めていく。3回生の頃のよう

に、ちょっと体調が悪いからといって

休むわけにはいかなくなった。もちろ

んそれはその研究に対する責任もある

が、やはり研究室という共同体の中で

生活していくわけだから、常識やモラ

ルといった制約もより一層あったから

である。学校にいる時間は、月曜から土

曜までで、朝9時頃より夜は7時からそ

れ以降になることも多かった。とはい

え、私自身もともと大学にはこうした

研究をしたいがために来たという大き

な思いがあったので、この生活自体は

苦にならなかった。研究室に入った当

初、春から夏にかけては、そう体調がい

いとは言えないものの、順調に研究を

進めていた。ただ夜遅くになると顔が

火照ってきて、じとっとした汗をかく

ことがよくあった。

　この頃、人と目を合わせたがらない

自分に気づいた。もちろん顔のひどい

皮疹を見られたくないからだ。三回生

までは調子が悪かったら授業を休むこ

ともできたし、教室でもみんな前を見

ているのでそうは気にならなかった。

しかし毎日、同じ研究室で同じ人と過

ごすようになったので、話をする度に

気になるようになった。私自身、人と話

をする時にはその人の顔を見て、目を

見て話すべきだと思っていたので、つ

い目をそらせてしまったり、うつむい

てしまう自分が嫌だった。その後遺症

か、治った今でも話をしている時に自

然に相手を見ることができず、妙にぎ

ごちなく作為的に見てしまう。そらす

のは嫌だし、かといってやたらと見つ

めているのもどうかと思うし、目の置

き場に困ることがある。

　アトピーが急激にひどくなったのは

夏の盛り、8月の終わり頃だった。

　4回生になると、“進路”という話が持

ち上がる。私はもともと大学院志望だ

っ た の で そ の 点 は 簡 単 だ っ た 。９ 月

の試験に向けて春から準備を始めてお

り、夏休みをむかえて本格的な受験勉

強に入った。

　しかし、梅雨時より徐々に体調が崩れ

ていき、8月の終わり頃に急に悪化した。

夜、痒みで目を覚ますこともたびたび

あり、よく掻きむしった。かなり辛いも

のだったが、当時体力には相当自信が

あったのでなんとかやっていた。さら

にそんな中、思いがけず尿路結石にな

った。

　ある朝、妙な腹痛がした。変なものを

食べた覚えもないので、不可解に思い

つつも部屋の中でうろうろしていた。

すると急に激痛が走り、動けなくなっ

てしまった。しばらく痛みを我慢した

後、救急車で近くの病院まで行き結石

の診断治療を受けた。1泊はしたものの

自然排石され、次の日にはぴんぴんし

ていた。そこの老医師に“学生のくせに

ビールの飲み方が足らんなあ”と言わ

れ、複雑な思いだった。

　結局大学院試験に失敗し、おまけに

4年で卒業すらできなかった。またそれ

まで冬場は比較的体調が良かったのが、

この年以降全く良くならなくなった。

 　そんな中、自己流の断食を行なった。

どこかでアトピーにいいと聞いたから

だ。7日間ミネラルウォーターだけの生

活。もちろん大学での研究はやりなが

らだ。しかしその結果、体調にはほとん

ど変化がなく、体重が7Kg落ちただけ

だった。ただこの断食は、やり方によっ

て効果があるのではないかと思ってい

る。所属していた生薬学教室の教授に

は大変お世話になった。というのも、教

授の息子さんもアトピー性皮膚炎で苦

しんでおられたせいか、非常に心配し

ていただき、息子さんが服用して効果

のあった漢方薬配合の薬（タウロミン
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ン、十味敗毒散配合の製剤）を頂いた。

残念なことにその時は著効を示さなか

ったのだが、普段厳しい教授の優しさ

には大変感激した覚えがある。

　この体調悪化の原因の一つはアパー

トの部屋の環境にあるのではないか、

と思うようになったのもこの頃だ。エ

アコンで除湿しても妙に湿っぽいカー

ペットの床や、備え付けられていて移

動させにくいベッド、結露しやすいサ

ッシの窓など、ダニの温床になりやす

い条件がそろっているのだ。そこで学

生が引っ越す時期を見計らって転居す

ることにした。これまでのアパートは

大通りのそばで、比較的便利のいい所

にあったのだが、今度は大通りから少

し離れた、南向きで日当たりや風通し

のいいフローリングの部屋に移った。

ベッドも足の長い、床から1メートル位

高いものにして掃除をしやすくした。

掃除機も殺ダニ機能のついた物に換え

た。コンビニや弁当屋は遠くなったも

のの、自炊は以前のアパートよりもし

やすく、気分的にはかなり良くなった。

　1990年3月、山形の蔵王温泉に1週間

ほど湯治に行った。蔵王温泉は酸性の

硫黄泉であり、少し触るだけでもかな

りしみた。だが皮膚に良いのだと言い

聞かせて1週間、毎日入り続けた。しか

し最終日には全身にひどい炎症を起こ

し、湯治前よりひどくなった。だいたい

身体にしみるということは、それだけ

刺激になっているということであり、炎

症があれば悪化するのは当然だ。また

この1週間、のどの渇きが強かったのだ

が、水分をたくさん摂った翌日は余計

に体調が悪かった。さらに宿で出され

た食事が連日ジンギスカンで、これも

悪化の原因の一つだと思う。

　寒い冬から徐々に暖かくなるに連れ

て、体調はさらに悪化の一途をたどっ

た。痒みがあまりにひどいためにまと

もに布団に入っていることが出来ず、

全く眠ることが出来なくなった。それ

につれて体力は消耗していき、ついに

は睡魔が痒みに勝った時に気絶するよ

うに眠るという生活になった。遅いと

は思いながらも昼前に登校。帰宅後は

皮膚のケアと薬の服用の他は寝るだけ

なのだが、そう簡単にはいかない。ひど

く疲れていても睡魔が打ち勝つまで眠

れない。早く眠れて朝日の記憶があり、

遅いと目覚し時計をセットしなおして

からの眠りになる。

　一度、研究の関係で学外の会社に行

くことがあった。朝早くに大阪まで行

かなければならず、駅で大学の先生と

待ち合わせて電車で向かう予定だった。

前日に準備を済ませ、後は起きて行く

だけにしてあった。ただ早朝の起床に

はかなり不安があったので、目覚し時

計を数個かけて早めに床に着いた。し

かし、眠れない。痒みを我慢しながら眠

ろうとするものの、余計に目がさえて

しまう。さらに時間と共に痒みが増え

ていき、いつものパターンにあせった

が、いかんともしようがなかった。しば

らくベッドでもだえ苦しんだ挙句、電

話で目が覚めた時は約束の時間だった。

電話の相手は先生。目覚し時計はスイ

ッチが入ったまま止まっている。慌て

て駅に行き、気まずい雰囲気の中電車

で会社に向かった。私のためにわざわ

ざ時間を作ってくれた方々に申し訳な

く、平謝りに謝った。そして自分自身、

ただただ悔しくてしようがなかった。

　そんなある日、研究室の先生に呼ば

れた。そして 「痒みなど気持ちの問題で

はないのか」と言うのである。もちろん、

自分としては答えようもない。しかし

ながらこれ以後、体調のいい時は自分

が甘いのではないかと思い、体調が悪

い時はこれが気のせいかと怒りに駆ら

れた。確かに生活としては決してほめ

られたものではない。比較的冷静な時

はともかく、気が狂ってるんじゃない

かと感じる時は“食えるだけ食ってや

ろう”とか“死ぬまで飲んでやろう”と投

げやりになり、しばしば実行もした。こ

ういうことが体調悪化の原因になって

いることは否めない。そこでもう少し

の忍耐を、と言われると返す言葉もな

い。ただ、何ヵ月もまともに眠れない状

態が続き、少しばかり調子が良くなっ

ても、次いつ悪化するのかわからない

という恐怖の中での生活は耐えがたい

ものがある。拷問の中には、ずっと精神

的な刺激を与えていくというものがあ

ると聞く。ついには“殺してくれ”と頼

む人も出てくるそうだ。アトピーの痒

みとはまさしくその精神的な刺激その

もので、“自分も一生この様な状態が続

くならば、いっそ死んだほうがましだ”

と何度思ったことだろうか。
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　忘れもしない1990年5月11日。この

ひどい状態が極限に達した。いつ寝た

かも判らず、午前11時に滲出液を伴う

爆発的な痒みで起床した。ボーっとす

る頭と冷や汗（膿？）、そしてひどい痒

みを抱えて、原付バイクで出かけた。滅

多にないことだが、運転中も痒みは知

覚され、それも身体中の筋肉に力を入

れていないと耐えられないほどだった

。この状態はどうしようもなかったの

で、病院ならばなんとかしてくれるだ

ろうとＫ病院にかけ込んだ。しかし、初

診受付終了時刻を過ぎていて門前払い

。しかたなく大学の研究室に向かい、実

験室の自分に向けられた異様な雰囲気

の中で机にうずくまる。腕を組み、両手

で二の腕をぎゅっと握り締め、冷や汗

と共に痙攣しながらじっと我慢してい

た。なぜここにいるのか、どうしたら良

いのか、など考える余裕もない。しばら

く時が過ぎた後、ふと他の研究室の先

生が紹介してくれた漢方の病院を思い

出した。回りが見える状態ではないの

で、だれかにその病院に行くとだけ伝

えて向った。受付を済ませ、病院の待合

室で我慢している間に痒みは少し落ち

着いてきた。痒みには波があるのだ。こ

こで出された処方が効いたのか、徐々

に調子は良くなり、3、4週間後にはジュ

クジュクの皮膚が乾いてきて、少し痒

みも減った。しかしこの1ヵ月後、梅雨

の声を聞き始めた頃より再び悪化し始

めた。この間に処方はいろいろと変え

ているので、季節のためか、はたまた処

方が合わなかったのかはわからない。

ここで言う“悪化”とは、ただ単に皮膚

の状態が表面的に乾性から湿性に移行

しただけで、本質的にはあまり変わっ

ていなかったのではないかと思う。と

いうのも、乾性だからと皮膚がきれい

かというとそうではなく、皮膚と呼ぶ

には程遠い物が皮膚（？）全体を覆って

いるのだ。それは場所によっても、病症

のひどさによっても違うが、ただの乾

燥肌に見えるものから、炎症の強そう

な濃い赤紫色のもの、そしてどす黒く

肥厚したものもある。いずれもその下

にはジュクジュクとした液体の存在を

感じる。よく動かす膝や肘の間接部が

こうなると、あたかも象の皮に皺がつ

くような感じになり、その皺から汗と

も膿ともつかない液が流れ出てくる。

二の腕や肩、胸などは、浅黒い肌に粉が

ふいたようになる。一方で湿性のもの

は皮膚がなく、中身がそのまま見えて

いるようなものだ。皮膚組織らしき塊

が、滲出液の中でぐちゃぐちゃになっ

ている。放って置ける時は乾いてかさ

ぶたの様になるが、だいたい少しの刺

激で割れて滲出液が出てくる。だから

病気としてどっちの状態が悪いのかと

言うこと自体が不毛なのかもしれない

。ただ乾性のほうが生活しやすいので、

湿性に変わった時に“悪化した”と思う

のだ。

　この年、また性懲りもなく大学院を

目指した。案の定アトピーは悪くなり、

ついにはＫ病院に入院を勧められた。

思い返せばＫ病院は親切だった。それ

は、「試験なんか受けようものなら悪化

するのは当然だ」、「アトピーは治らな

いから上手に付き合わなければならな

い」、「入院すれば良くなる」と医師がは

っきり言ってくれたこと。そして、治療

上外用にはステロイド剤を用いるのだ

が、内服にはステロイドは使わず抗ヒ

スタミン剤と抗アレルギー剤を中心に

用いたことだった。実際、入院1週間で

本当に皮膚がきれいになった。自分の

身体の表面を覆うのは、まぎれもなく

きれいな皮膚なのだ。皮膚の代謝を考

えると信じられないことなのだが、事

実だ。これまで通院で同じような治療

をしたことはあったが、これほどまで

にきれいに治癒したことはない。その

理由として考えられることは、質の良

い食事と悪化した時に何とかしてくれ

るのではないかという安心感だろう。

　けれどもその後、医師の言うことを

守らず大学院試験を目指した。しばら

くは調子も良く今年こそはという期待

もあったのだが、8月末に再発し数日の

内にみるみる悪くなっていった。試験

の10日ほど前のことだ。かろうじて試

験は受けたものの、またもや落ちてし

まった。後から聞いた話しだと、数点差

だったそうだ。どうも神様は私を大学

院には入れたくないらしい。

　この年の秋から冬にかけては一進一

退を繰り返しながらも、大きな体調の
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入社～休職
1992～1996

崩れもなく過ごすことが出来た。年が

明けてすぐ、それまで途切れながらも

続けていた漢方治療を止め、Ｋ病院だ

けにした。

　1991年2月、またもや悪化し入院。10

日ほどでまた相当いい状態まで回復し

た。病院が大学薬学部の隣ということ

もあり、この時は食事と回診の時間以

外は研究室に行って実験することが

許された。それでも回復にこぎつけた

ということは、いかに病院での生活が

良いかということを物語っている。3月

中旬、初めての学会発表をした。極度に

緊張したからか、それ以降体調が悪く

なった。

　大学院試験に不合格のため大学院に

は行けないが、研究が中途半端だった

ので研究生という形で大学に残った。

とはいえ身体はいまだ不満足な状態で

、まともに眠れる日などない。この頃よ

りK病院の薬と中成薬（市販の中国漢

方の薬）の併用により体調のコントロ

ールを計るようになった。ただ、中成薬

の知識がまったくないので、そううま

くいくわけもなかった。この年もしつ

こく大学院へのトライはしたものの、

直前に医師に再度「無理をするとアト

ピーは悪化するよ」と言われた通り、三

度目の正直もならなかった。

　これ以上研究室に迷惑をかけるわけ

にもいかないし、転地療法という意味

も含めて就職することにした。社会人

になれば今以上にストレスにさらされ

ることになるのかもしれないが、体調

がこれ以上良くなることもなさそうだ

し、苦慮の選択だった。就職直前にK病

院の医師に無理を言って入院させても

らい、そこそこの体調に回復させた。本

当に入院すると良くなるのだ。

　就職先はS製薬中央研究所で、千葉

県成田市という比較的のどかな場所に

あった。成田市は空港関係の会社と成

田山新勝寺の古くからある門前町であ

る。一方で新興のベッドタウンを思わ

せる公団住宅、マンション、アパート群

が余裕を持って区画された道路と公園

とともに林の中に広がっている。山が

ないので風の通りは良く、京都の時ほ

どよどむことはない。また、水は渇水期

には臭うこともあったが、普段は気に

ならなかった。従って環境面からくる

ストレスやアレルゲンはかなり少ない

ように思えた。

　最初は会社の寮に入った。職場まで

歩いて数分であり、満員電車に揺られ

るような通勤の苦労がないのは良かっ

た。ただし寮が二人部屋だったので、別

のストレスは増えた。

　体調を整えて入社したのも効を奏し

たのか、1年目は順調に過ごした。スポ

ーツのクラブに入ったことも、いいス

トレス解消になっていたように思う。

もともと身体を動かしたい方なのだ。

しかし会社であるから仕事はきっちり

やらなければならない。特に以前、眠れ

ない時期に約束の時間に遅れてひどく

迷惑をかけたことがあるので、社会人

としては当然のこととはいえ非常に気

にして生活していた。ただし、フレック

スタイムだったので、かなり助けても

らった。

　2年目の夏頃（1993年）、ついにまた耐

えられないほどのアレルギー症状が出

た。今回は学生ではないので悠長に構

えてはいられない。それでも連休と有

給休暇を組み合わせて1週間ほどの休

みをもらい、郷里に帰って入院した。そ

してなんとか動ける身体にして成田に

戻った。その後すぐに寮から出てアパ

ート暮らしを始めた。やはり体調が悪

くなった時、同室の人には気を使うか

らだ。この時、学生時代以上に悪化する

のが恐ろしく、不安でしようがなかっ

た。特に一人でいる時など、まともな精

神状態ではないことも多かった。しか

し会社では常にイライラしているわけ

にもいかず、自分としては平静を装っ

ていたのだが、酒など入ると止め様も

ないこともあった。会社の人にも迷惑

をかけたと思う。

 　1994年春、会社の先輩に医師を紹介

してもらい、T病院に通院し始めた。今

までいろんな病院で頭から治らないと

言われ続けてきたので、大きな期待は

していなかったものの、かなりアレル

ギーの研究をされているということで、

ひょっとしてとは思っていた。

03
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　治療法はステロイドの内服と外用で、

最初強力にアレルギーを抑えておいて、

その後薬の量を減らしていくというも

のだった。ステロイド剤の効果とその

副作用は知らないわけではないので不

安はあったが、もう頼れるものもなく

思いきってやることにした。治療開始

直後、内服のステロイド剤はすばらし

い効果を示し、みるみる良くなってい

った。皮膚の状態が日々変わってくる

のがわかるほどだ。その後数ヵ月に渡

って、少しずつステロイドの量を減ら

していくのだが、最初の量の1/3程度に

まで減らした時に再び発症した。する

と一からのやり直しで、また多量のス

テロイド剤を服用することになる。　

こうして再発を何度か繰り返すうちに

、ステロイド剤の効き目が悪くなって

きた。多量に服用しても完全に症状が

治まりきらなくなったのだ。そして新

たに服用した薬が免疫抑制剤。これは

ステロイド剤を最初に服用した時以上

にシャープに効いた。まるでアレルギ

ーだけ抑えているような気すらした。

これとステロイド剤を併用し、再び最

初は多量の薬剤で一気に症状を緩和さ

せ、次第に薬の量を減らしていく治療が

行われた。これもまた、しばらくは効を

奏したが、ステロイド剤のみでこの治

療法を行なった時よりも早く効きが悪

くなった。

　1995年7月、運転免許更新のために警

察署に行った。更新されて出来あがっ

た免許書の写真を見て驚いた。顔が以

前の免許書の写真より一回り腫れ上が

っていたのだ。毎日見ていると気が付か

なかったが、りっぱなムーンフェースだ

った。

　Ｔ病院での治療開始から１年と少し

経った8月、家の薬局のつてで中医学（

中国漢方）の張先生と会うことになっ

た。中国では中医師（中医学の医師）と

して病院に勤務していた医師である。

自分としては、もうアトピー性皮膚炎

の治療に対して不信感が相当募ってお

り、治したいという気持ちはあるもの

の、「アトピーは治らないし一生付き合

っていくもの」などと言われようもの

なら、即座に帰ろうと思っていた。お互

いに向かい合って座り、最初に私がこ

れまでの経過と現状を話し、その後張

先生がいくつかの質問をした。そして、

「治りますよ。あなたの努力次第です」

と、先生ははっきりと言った。正直言っ

て我が耳を疑った。今までもそう言って

欲しかったのだが、治らないと言われる

かあいまいな返事をされるばかりだっ

たので、これほどまでに力強く言ってく

れるとは思ってもみなかったのだ。そし

てしばらく張先生の話を聞いた後、本格

的に中医学による治療を始める気にな

った。

　今になって思うのだが、あの言葉がな

かったら本当に納得して治療していな

かっただろうし、治療中に悪化でもしよ

うものならすぐに止めていたかもしれ

ない。得てして長い間いろいろな治療を

してきたアトピー患者は、疑心暗鬼にな

っているから、あやふやな事、否定的なこ

とを言われると“またか”と思ってしまう

のである。そんな心を氷解させるには、こ

ういう言い方も必要なのかもしれない

。もちろん力強く言って患者を安心さ

せるほうが良いからと言っても、全く

根拠のない方法であってはならない。医

師の患者に対する接し方が問題になっ

ている昨今、少し考えてみるべきだと

思う。

　中医学による治療を開始してまず行

なったのが、漢方薬の服用はもちろん

だが、この日を境に禁酒、禁煙をしたこ

とだ。酒はイライラした時に暴飲して

いたし、たばこも神経が落ち着くとか

吸っている間は刺激になって知覚する

痒みが少ないとか理由をつけて、一日

一箱ほど吸っていたのだが、きっぱり

やめた。一方で食事制限も行なった。こ

れはアレルギーを起こす食品を特定し

て除去していくというものではなく、中

医学の立場からその時の自分の体調を

みて、摂るべきではない食べ物を制限

したものである。この時は刺激物、辛い

物、油物、冷たい物などが制限された。た

だしこれだけでは恐ろしかったので、T

病院によるステロイド剤と免疫抑制剤

による治療は並行した。

　中医学による治療は最初、市販の漢

方薬の組み合わせだったが、しばらく

して煎じ薬になった（竜胆瀉肝湯加減）。

煎じ薬は一人暮しだと大変なことが多

い。体調が悪いと煎じることが面倒く

さくなり、服用しない日もある。しかし
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休職～完治
1996～1997

学生時代とは異なり、会社勤めは帰宅

時間がある程度一定していて時間的な

余裕があったため、次の日の分も煎じて

おくなどして比較的休まずに服用でき

た。もちろん会社にも魔法瓶に入れて持

って行った。独特の匂いがするために妙

な顔をする人もいたが、決心して行なっ

ていることだから気にはならなかった。

　一進一退を繰り返しながら年が明け

1996年、運命を決める年を迎えた。1

月、会社には出勤していたものの症状が

悪化し、T病院で処方されるステロイド

や免疫抑制剤を服用してやっと生活で

きるような状態にまでなってしまった。

情緒もかなり不安定になり、家でじっと

している時などいらいらするあまりよ

く破壊衝動に駆られた。一度など、テニ

スのラケットを一本へし折ったことも

あった。しかしあまり物を壊すと後で困

るので、よくバイクのヘルメットを殴っ

たりした。また突発的異常行動をおこし

そうな不安に駆られることもあった。自

分の中に二人の人格があり、その中の一

人が、例えば会社で会議中に大声を出し

たり、立ち上がって暴れたり、目の前の

薬品を一気のみしたり、社外では車で猛

スピードを出してコンクリートの壁に

突っ込んだりしたくなるのを、もう一人

が一生懸命に抑えているのだ。

　そんな中、中医師の張先生に「煎じ薬

の効果がわかりにくいのでステロイド

剤の服用を止めてください。止めないと

これ以上の治療は出来ません」と言われ

た。私も中医学による治療は、その人の

状態の変化を診て微妙に加減していく

ものであることはもう十分にわかって

いた。つまりステロイド剤など身体の反

応を強力に抑制する薬を服用している

と、現状をきちんと把握しにくいのだ。

また「あなたの治療が終わらないと、落

ち着いてほかのことが出来ない」と言う

ほど張先生は懸命に診てくれていたの

で非常に悩んだ。ステロイド剤の服用を

止めると当然リバウンドはあるだろう

し、今の状態からしても会社には到底行

けなくなると思いこんでいたからだ。し

かし今までステロイド剤で治療しても

再発を繰り返すばかりなのも事実だ。そ

れゆえこれ以上この治療を続けても無

意味ではないかとも思い始めていた。と

するとリバウンドの大きさや、いつ治る

かわからないので、少なくとも会社を休

職または退職する必要はあった。実際完

治には３年かかるだろうと言われていた。

　こんな板ばさみの中、ある仕事が一

段落した時に上司が「相当体調が悪そ

うだから休んだらどうか」と言ってく

れた。仕事の区切りがあったことと、こ

の言葉に後押しされて休職することに

決めた。実はこの時、私は最初退職を口

にした。普通の治療と違って全く予定

が立たないし、これ以上会社に迷惑を

かけたくはなかったからだ。けれども

「それはなんとかなるから、まずは休職

にしたらいい」と言っていただいた。こ

の時の上司の方々、そして滅多にない

状況でいろいろと手続きをしてくれた

総務課の皆さんには、今でも大変感謝

している。

　1996年2月22日に休職した。まずは

成田で本格的な治療を開始した。東京

にいる張先生に相談するにも近いし、食

事や薬の問題はあったが、一日中治療

のことだけ考えていればいいので大丈

夫だろうと思っていた。そしてこの日

からステロイド剤を止める方向に持っ

ていった。というのも、あまり効いてい

ないようなステロイドでも一応強力に

抑えているはずなので、急に止めると

爆発的な痒みが出そうで怖かったから

だ。従って一ヵ月で止めるのを目標に

少しずつ減らしていった。

　生活の面では、食事はすべて自分で

作り、余計なものが身体の中に入って

こないようにした。飲料水はすべてミ

ネラルウォーター。そして体力の回復

と痒みを紛らわせることができ、さら

に汗をかけば皮膚の代謝がよくなって、

皮下の水分もなくなっていくだろうと

1日１～2回4Km程のジョギング、腹筋、

背筋、腕立て伏せ等の運動をした。汗を

かいた後は必ず風呂に入り、きれいに

洗って皮膚のケアを十分にした。風呂

は1日に2度以上入ることもあった。ま

た皮膚からの落屑やアパートの場所柄

どうしても部屋が埃っぽくなるので、

掃除機はいつも使えるようにコンセン

トに繋ぎっぱなしにし、生活空間はで

きるだけきれいにしていた。布団は防

ダニ布団の上下にシーツを3組用意し、

汚れたらすぐに取り替えていた。下着

は風呂に入るたびに換え、洗濯は酵素

入り洗剤や柔軟剤、漂白剤は使わず、汚

れ落ちは悪いが皮膚に刺激のない洗剤

を使った。意外と外気がきれいだったの

で、屋外に干すことも多かった。布団も

同様に干して乾燥させた。

04
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　休職して会社でのストレスがなくな

ったせいか、ステロイドを減らし始め

て半月程は、あまり悪化することもな

く過ごした。とはいえ股より上、特に胸

より上部がひどく、表面はパリパリだ

が、皮下に膿が溜まってブヨブヨと浮

腫んでいた。無理をすると皮膚が割れ

そうになるので、コタツに入っている

時などピクリとも動かずにいることも

あった。そんな時は本を読んだり、復職

した時の足しに勉強でもすれば良いと

思うだろうが、もう精神的にやる気が

起きなかった。そういう意味で一番精

神的に楽なのはランニング中だった。走

ること自体が身体にかなりの刺激にな

るので、少々の痒みならば知覚されな

いのだ。就寝時、布団に入り身体が徐々

に温まってくるとうっすらと汗ばんで

くる。しかし汗腺がしっかりしていな

いためか汗をかくのが局所的だ。そし

てそのうち汗と共に痒みがじわじわ出

てきて、さらには膿のようななんとも

生臭い臭いが鼻を突くようになる。それ

でもこの半月はそれだけで何とか眠る

ことができていた。

　この頃、痒い部分に市販の局所麻酔

剤軟膏を塗って寝るようにした。少し

ベトベトするが、一時的にひどい痒み

はなくなるのだ。布団に入る直前に使

用するのだが、しばらくするとその効

果も切れてきて、身体中でパチパチは

じけるような痒みが起こる。最初の内

は布団から起き出して塗りなおしても

いたが、うとうとし始めてまた痒くな

るという繰り返し。何日かするとそれ

がもう嫌になり、布団に入る前には塗

るけれど、その後はドライヤーで痒み

を抑えて対応をした。皮膚はパリパリ

になるが、掻きむしって血だらけにな

るよりましだからだ。それでも1時間に1

度、5～10分ドライヤーを使う。この1年

間でドライヤーは2台壊れている。それ

だけよく使った。そして朝方、戦いに疲

れて気絶するように眠るという最悪の

状態になっていった。休職後約1ヵ月、

ステロイド剤の服用を完全に止めた頃

だ。

 　3月に入りステロイド剤と免疫抑制

剤による治療を止めたため、T病院への

通院もやめてしまった。そして3月末、

とても一人では生活できない状況にな

り、ついに郷里の高知に帰って治療す

ることにした。もちろん張先生に診て

もらわなければならないので、高知か

ら月2回の割合で東京に通った。

　帰郷した時、親もそれほどひどいと

は思っていなかったらしい。相談薬局

という店柄、アトピー患者は見ていた

ものの、こんなにひどい患者は見たこ

とがないと言っていたのを覚えている。

帰郷後の生活も、基本的には成田で治

療していた頃と変わらない。煎じ薬の

服用、痒みと睡魔との戦い、皮膚のケア、

食事療法、ジョギングなどの運動。しか

し生活は随分と楽になった。食事や掃

除、洗濯などは母に助けてもらい、私は

体を休めて治療することだけを考えて

いればよくなった。その反面、母は大変

だったに違いない。なにしろ生活の面

倒を見るだけでなく、息子のひどい姿

を毎日見つづけなければならず、私は

私で“しんどい”“痒い”“眠い”などとよ

くこぼしていたから、それを受けとめ

る精神的な負担も大きかっただろう。

まったく感謝の言葉もない。

　この頃の状態がアトピーとして最も

悪かったかもしれない。

　起床は朝早くのこともあれば、昼近

く、時にはそれを過ぎることもあった。

まずしなければいけないことは、浸出

液で皮膚にくっついたシーツを剥がす

ことだ。夜痒みがひどく、掻きむしって

しまうとこうなってしまう。皮下に膿

が溜まって、腕などひと回りも大きく

なっており、出てくる滲出液はサラサ

ラしている。これが寝巻き替わりに着

ているTシャツを通りぬけてシーツま

で達してしまうのだ。ひどい時はその

下の布団にまで染み渡ってしまう。こ

の滲出液はすぐには固まらないが、気

絶したように眠っている間には固まっ

てしまう。だからまずシーツから剥が
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すことになる。次の作業がさらに大変

で、滲出液で固って身体に一体化して

いる黄色くなったTシャツを剥がさな

ければならないのだ。このままだと化

膿してしまうので、風呂できれいにし

た後、皮膚のケアをしなければならな

いからだ。表皮がない上にくっついて

いる部分もあるから、生皮を剥がすよ

うに感じる時がある。膿の生臭いにお

いとヒリヒリした痛みの中、所々で激

痛が走る。当然剥ぎ取った部分からは

浸出液が出てくる。Tシャツを身体から

分離すると、皮膚はぼろぼろぐちゃぐ

ちゃでひどく汚らしい。

　このような状態の時は相当気合を入

れて風呂に向かわなければならない。

最初のシャワーが強烈にしみて痛い。

なにしろ身体の神経がむき出しなって

いるようなものだから、全身の筋肉に

力をこめて耐えなければならない。さ

らにしみる液体石鹸を泡立たせて身体

中をなでるように洗い、十分に洗い流

した後ぬるま湯の風呂に入る。身体が

そのお湯になじんでくるまで、筋肉に

入れた力は抜けない。しかし、風呂のお

湯に身体がなじんでくると風呂場は天

国に変わる。水がバリアになってくれ

るのと同時に、潤いとなって全身の関

節が動かしやすくなるからだ。この気

持ち良さと風呂上りの地獄を考えると

、浴槽から出たくなくなってしまう。実

際2時間近くも浸かっていたことがあ

るくらいだ。浴槽から出ると再び皮膚

が外気にさらされるが、まずこの空気

がしみる。そして急激に乾燥してきて

関節部分が動かしにくくなる。従って

浴槽から出た後はすばやくタオルで余

計な水分を取り除き、皮膚のケアに移

らなければならない。この間はまた筋

肉に力を入れっぱなしだ。保湿クリー

ムを多めに塗り終わって、はじめて一

息つける。これで体力を相当消耗する。

　食事をした後、シーツを掛けたソフ

ァーに座る。シーツを掛けていないと

浸出液でベトベトになってしまうから

だ。昼間の痒みは夜ほどではない。皮膚

の状態のいい部分を背もたれに当てる

ようにして体を預ける。状態の悪い部

分は体重がかかると膿がしみだしてく

るのだ。そしてその態勢のまま微動だ

にせず、しばらく座っていることが多

い。下手に動かすと皮膚が割れて膿が

出てきて痛いし、気持ちが悪いのだ。調

子のいいときは気楽に読める本を読ん

だりしたこともある。夕方近くになる

と身体が火照ってくる。この火照りは

真冬の寒風の中でも、短パン一枚でベ

ランダに出て何時間でも居られたほど

だ。夏は冷房をきつくかける。それで

も、しばらくするとこの火照りが痒み

を呼ぶ。

　晩御飯の後に風呂に入る。また先の

ような苦痛を伴う。そして就寝となる

のだが、そこからが大変だ。今度は昼間

の苦痛に加えて強い痒みを伴うのだ。こ

の状態で睡眠をとらなければならない。

人は放っておけば必ず眠くなるものだ

から、痒くて寝れないのなら寝なけれ

ばいいじゃないかと言う人もいるかも

しれないが、そうはいかない。第一にひ

どいアトピーの状態は体力を非常に消

耗するので疲労が強く、基本的には眠

いのだ。また大学時代も会社勤めして

いる時も経験したが、夜寝ずにジーっ

としていても何か仕事をしていても、

夜遅くなると必ずのぼせてくる。そし

て皮下に膿か水のようなものが溜まっ

てくる感覚が強くなり、ある時を境に

パチパチとはじける痒みに襲われる。

ゲリラ的にあちこちではじけたあとは

じわーっと痒くなる。それを服の上か

ら掻いたり叩いたりしていると、その

うちにどこからか生臭い匂いがしてき

て指先にまでくっついてくるようにな

る。こうなると次には冷や汗を感じ、つ

いには気持ちが悪くなり吐き気をもよ

おす。結局寝ていたほうが少しは気が

休まるのでましなのだ。

　とはいえ寝るのも大変で最初のうち

は何とか皮膚を壊さないように、動か

しにくい身体で努力する。このような

皮膚の状態だと皮膚を掻き崩すのと皮

膚の再生の競い合いのような所がある

から、理性の働く間はできるだけ皮膚

を守る努力をする。しかしそのうち痒

みがどうしようもない所まで来て、皮

膚は割れ、滲出液が出てきて気が狂い

そうになる。そうなると掻き崩してし
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まう。一度掻き始めると掻くことを止

めることが出来なくなる。皮膚を引っ

掻いて表皮なんかなくなり、赤身のよ

うな物が見えているのにもかかわらず、

そこが痒いのだ。掻いている間は不思

議と血が出ない。そしてついにはヒリ

ヒリの痛みに変わって我に返るのだ。

ここまで来ると精も根も尽き果てて気

絶するように眠ることになる。

　帰郷後の治療も、基本的には煎じ薬

を状況に応じて変えていくことで行な

った。大きな“悪化”は、この3月下旬、4

月から5月初め、6月中旬から下旬、8月

始めの4回程で、波のように一気に押し

寄せてはひいていった。悪くなる時は

まあまあの状態から1日で最悪まで行

ってしまうのだ。しかし悪化の度合い、

つまり症状のひどさは徐々に減り、8月

下旬には皮膚の乾燥・赤黒さ・少しの痒

みはあるものの、概ね生活には支障が

なくなっていた。ただここで中止する

とすぐに悪化するので、以降は体質改

善を中心に行なった。私の場合、中医学

でいう　血（血液の流れの悪さ）と腎虚

（私の場合アレルギー体質）があった。

とくに　血はひどく、強い瀉下作用の

ある薬を使う必要があった。約4ヵ月間

服用して、皮膚の状態は見違える程よ

くなったのだが、長期間の下痢で体力

が落ちた。普通に歩くのも大変になり、

治療開始時に72Kgあった体重が1997年

1月には57Kgにまで減っていた。

　以後は腎虚の体質を改善していく漢

方薬（煎じ薬ではなく製剤化された市

販の粉薬や錠剤：至宝三鞭丸、八仙丸な

ど）を中心にし、体力強化を図る。97年5

月には会社への復帰を果した。

　それでも復職当時は立ち仕事が辛く、

よく椅子に座りながら実験していた。

しかし、いわゆるアレルギー薬は飲む

必要がなく、肌もきれいなので保湿剤

を塗ることもほとんどなくなった。も

ちろん体質強化の漢方薬の服用と、食

事の注意や自分の肌に合わない洗剤を

使わないなど生活上の注意はしていた。

　この時期、不思議なことに辛い物や

脂っこいものなど、まだ食べるべきで

はないものは身体が受け付けないこと

に気づいた。食べたくないのだ。また食

材の中には口に運んだとたん嫌な感じ

がするものがあり、本能的にいらない

ものを避けるような機能が働いている

のかなあ、と思ったこともある。会社で

アレルギーを研究しているグループに

実験で使用する血液をよく提供してい

たが、治療前10,000位あったアレルギ

ーの指標のIgE抗体が50程まで下がっ

ていて驚かれた。

　その後、会社でもスポーツを再開し、

酒も飲み始めた。もっともムチャな飲

み方をすることはほとんどなくなった。

タバコの方は全く吸っていない。おか

しなことに逆にタバコの煙がすごく嫌

になった。ただ今でもかぶれやすい体

質ではあるようだが、少々かぶれたと

してもひどく悪化することはない。ま

た皮膚がかさついて痒みを少し感じて

も、その直前に酒を飲み過ぎたり油っ

こい物を食べ過ぎたりして便がべとつ

くなど、湿熱がたまることをした覚え

がある。今はそれら身体が発する警報

（私の場合主に便がべとつく、尿が黄色

く量が減る）が鳴ったら、すぐに対処し

て皮膚にまでつながらないようにして

いる。

 　今、私の中でアトピー性皮膚炎は“治

った”と思っている。

　アトピーを克服し、また会社に戻っ

て新薬を模索する日々になった。アト

ピーの治療中にいい意味で培った、“ひ

らきなおり”で、身体に対してあまり無

理はしないようにした。そしてもとも

と好きだった野球やゴルフなどの運動

をし、ストレスは極力排除。さらに食事

にもある程度の配慮をし、野菜不足を

補うためにリナグリーン（スピルリナ

含有の健康食品）を服用。また、体質改

善の八仙丸は欠かさず飲んでいた。

　それでも会社勤めのサラリーマンに

はかわりないので、仕事上で無理をせ

ざるを得ないことはあった。幸い、体調

をくずしてアトピーが再発してくるこ

とはなかったが、再発するのではない

かという不安は付きまとっていた。とい

うのも治療は終えたものの、どういう

治療をしたのかはおろか、中国漢方（中

医学）自体、全く判っていなかったから

で あ る 。ま た I g E の 値 は ひ ど い 時 は

10,000をゆうに超えていたのが正常の

3倍ほどまで下がってはいたものの、ま

だ正常ではない。それゆえ、自分の身体

を自分でコントロールできるようにな

りたいという想いが強くあった。

　そんな時、父が体調を崩して実家の

薬局がどうなるのか先行きが怪しくな

ってきた。父のことはもちろんだが、実

家から漢方薬を送ってもらっていたこ

ともあり、自分の体調の今後も気にな

った。そこで、新薬の研究開発には未練

があったが、自分の身体のためと、もと

もと漢方薬に興味もあったので、思い

きって中医学の世界に進むことにした

のだった。そこで、イスクラ産業（株）の

中医学研修塾でしばらくお世話になり

、中国から招聘された中医師（中国では

西洋医学の医師に対して、中医学の医

師のこと）に中医学を基礎から教わっ

た。またアトピーについては張先生に、

私自身の治療を中心に習った。そして

北京での研修の後に実家へ帰り、父に

その後05
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にかわって漢方薬局を引き継ぎ現在に

至る。

　今でも私はアトピー体質だと思う。

依然、乾燥肌傾向はあり、かぶれやすい

のも確かである。また会社勤めと違い、

自分で薬局をするとなると漢方以外の

仕事も多く、休みはほとんどない。好き

なスポーツもなかなかできないので、

ストレスが溜まる。

　しかしアトピーを発症して痒みやひ

どい炎症が起こることはない。これは

中医学を勉強して自分の体質や弱点が

わかり、アトピーが発症する前の症状

を事前に察知することができるように

なったからだ。事前の症状が出たら、後

はそれに対応すれば良いだけのこと。

それには少しばかりの薬の場合もある

し、毎日の食事や嗜好品の場合もあ

る。この事前の症状の察知とその対応

は、アトピーの治療過程で誰でもつか

んでいくことができる。しかしそれを

実行するかしないかはその人次第だ。

　私の場合は大便や尿に、その危険信

号が顕著に出てくる。運動不足や忙し

くて精神的につらい状態が続いた時、

あるいはお酒を飲みすぎて食事が良く

ない時に往々にして起こる。対応とし

てはお酒を控え、食事に気を付け、少し

でも時間を作って身体を動かしている

。そして身体に溜まったいらない物の

排出を助ける漢方薬を服用する。対応

が早ければ早いほど、休む時間がより

多いほど、元に戻るのが早くなる。保湿

剤こそ使うことはあるが、皮膚に発疹

が出たり、痒みが出たりすることはほ

とんどないので、ステロイド剤はもち

ろん、アレルギーの薬も使うことはな

い。

06
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　ストレスがアトピー性皮膚炎を悪化

させることは知られている。受験は大

きなストレスで、最もストレスが多い

世代は受験生だと言う人もいる程だ。

しかし今や受験は避けては通れないも

のになっている。

　“楽しくやれば良い”とか“要領良く

やれば良い”というが、さしたる目標も

無く勉強も好きになれないのに楽しく

できるわけもないし、ましてや要領良

くやろうと思う人も少ないだろう。特

に今、世情が不安で生きがいが見出せ

ない大人も多い中、前が見えない、見よ

うともしない子も多い。アトピー性皮

膚炎の治療同様、まわりの人間が上手

に引っ張ってやる必要がある。

　一方でストレスは少しずつ解消して

やることも必要だ。常に勉強や仕事の

ことばかり考えていると能率も落ちる

ので、何かリラックス出来ることを持

つべきだ。私の場合は動くことやスポ

ーツが好きなのに、あまりしなかった

のが悪かった点だ。特に高校3年生の時

は気分転換が下手だった。しかし予備

校では完全に寮生活で、まわりがよく

勉強していたことで常に危機感があっ

たが、寮から予備校まで片道40分の自

転車通学、さらに静かな環境だったこ

とは良かったと思う。

　中医学ではストレスは肝を傷めると

される。傷められた肝は熱を持ち直接

肺（肺は皮膚をコントロールしている）

にダメージを与えアトピーを悪化させ

る。さらに、ストレスにより肝が調節し

ている消化吸収、血流、免疫系などに影

響を与え、アトピーの難治化の原因を

作る。

　タバコには様々なアレルギー物質が

含まれており、さらに活性酸素の問題

など害が多い。また、まわりの人にも嫌

がられるなどろくな事がない。中医学

で考えても、煙という邪気をアトピー

に最も関係の深い臓器である肺に入れ

ることとなるし、皮膚を潤す津液（体液）

を損傷してしまい乾燥肌を余計に悪化

させてしまう。

　確かにタバコを吸うことでリラック

スすることもあり、一時的に痒みを忘

れたり、痒くてもタバコを吸っている

ことで引っ掻かないということはある。

しかしこれらは別の方法でやるべきだ。

検証、アトピーの原因。
■1 受験のストレス

■2 タバコ

アトピー性皮膚炎の原因02
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トピー性皮膚炎は年齢が上になればなるほど、一つの原

因に特定できなくなる。多くの場合は複合要因で、例えて

言うと、ある大きさの容器に“いろんな原因”という蛇口から水

が流れ込み、あふれてしまうとアトピー性皮膚炎が発症するよ

うなかんじだろうか。その容器の大きさは人により違い、また

溜まってくる水を処理していく能力も異なる。私の場合いろい

ろな面で自業自得、つまりいろんな蛇口をひねり続けたところ

がある。何のアレルギーか調べる方法に、パッチテストや血液

検査がある。私も何度か行なったことがあるのだが、最初は1つ

か2つの食べ物だったように思う。その頃に医師が言ったのは、

食事制限はアレルギーを防ぐ以上に、制限によるストレスのほ

うが大きいということで、私も積極的にはしていなかった。た

ぶん普段の生活をする上で除外しにくい食べ物だったに違い

ない。その後検査をするたびにアレルゲンは増えていき、あら

ゆる食べ物、ハウスダスト、ダニ、花粉にまでおよんだ。こうな

ると食事制限をしようにもこの検査の結果を根拠に行なうこ

とは非常に難しかった。それらを含めてアトピーの原因として

何があり、また私の場合何が悪かったのか検証してみる。

ア
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　百薬の長と言うように、少量なら血

行を促進しリラックスさせる酒。しか

しアトピー性皮膚炎発症時にはあては

まらない。痒みがある時に血行がよく

なったり、身体が温まると痒みがひど

くなる傾向がある。さらに身体の表面

を乾燥させ、内側には余計な水分を貯

めてしまうので、皮疹のある時は控え

ておいたほうが良いだろう。

　私自身は痒みを忘れるため、または

自暴自棄になって何度も暴飲したこと

がある。しかし痒みを忘れるなどほん

の一時で、いつも結果は惨憺たるもの。

気がつくとひどい痒みに襲われ、滲出

液が増えて眠れず、最終的にはストレ

スも増えて、状況は悪化しただけのこ

とが多かった。中医学では、酒は湿と熱

をもったものであり、それがたまると

ジュクジュクの膿がふえ、熱とともに

風邪（痒み）を生む原因になる。

プラス要素に比べてマイナス要素が多

すぎる。実際、喫煙者の皮膚疾患は治り

にくいように思う。本当に良くしよう

と思うなら止めるべきだ。大きな目標

があれば止めることはできるはずだ。

　一人暮しを始めると、生活上ほとん

ど制約がなくなり自由になる。外食が

増え、夜は遅くまで遊び、朝は爆睡、な

んてよくあることだ。けれども人間の

身体はリズムを持っており、それに反

した生活はストレスになる。

　睡眠不足の生活を続けていると、疲

れがとれず昼間に気力が湧かないこと

も多いだろう。実際、睡眠時間７～8時

間をピークに、それが前後すると寿命

が短くなるという説もある。それだけ

睡眠時間が身体に影響しているのだ。

また食事の時間にも問題がある。特に

夜遅く食事する場合は、軽目にするべ

きだが、本来極力早目にとり、寝るまで

に３時間程時間を空けたい。

　私も一人暮しを始めた当初、マージ

ャンを夜遅くまで、時には徹夜でする

こともあり、疲労を蓄積し続けた。また

こんな時は夜遅くに飲み食いするため、

胃腸にもかなり負担をかけただろう。

実際入学から最初の数ヵ月で2～3Kg太

り、身体が重くなった。この生活の変化

もアトピー性皮膚炎の大きな原因の一

　アトピー性皮膚炎の発症率は、都市

部に行くほど高くなる傾向にある。近

年は環境問題に対する意識の高まりも

あり、大都市部の空気や水も一時期ほ

どの汚さではなくなったが、それでも

水源の水質は悪く、排ガス等空気を汚

染する物質を排出するものも多い。

　水については、その水源の問題か、ま

たはビルやアパートの貯水タンクが悪

いのか、浄化されているはずの水道水

が良くない場合がある。私も京都にい

た時、水の第一印象が“塩素臭い”であ

ったし、高知の水に比べてシャワーを

浴びただけで皮膚にしみる経験もした。

　また工場や自動車の排ガスで喘息を

起こすことはよく知られている。私は

通学に自転車やバイクを使っていたが、

家で正常だった顔や手が学校に着くと

真っ赤になっていたことがよくあった。

また、アトピー性皮膚炎がほぼ治った

時でも、東京に行くたびに空気が皮膚

を刺すような感じがした。

　中医学では、良い空気は清気として

肺から全身に送られ活用される。邪気

を含んだ空気は肺を犯す原因となる。

同じく水も質が悪いと、湿邪（水が原因

となる邪気）となり体に停滞してしまう。

　ただし水や空気に関しては、せいぜ

い飲料水をできるだけ良いものにする

くらいで、引越ししない限り避けよう

がないものだ。

空気・水

一つだ。夜更かしはお肌の大敵という

が、中医学では夜は陰の時間に当たり、

この時間に休むことで陰が生まれる。

この陰が皮膚の潤いとなる。従って12

時までには就寝し、陰の生成を助けな

ければならない。

　今、一般的に住居の密閉度が高く、多

くが冷暖房を完備している。これによ

り居住空間の空気の汚染・湿気の停滞

が起こり、ダニやハウスダストの温床

になる。さらにホルムアルデヒドをは

じめとする有機溶媒・化学物質がある

場合は、それも閉じ込めてしまうこと

になる。いわゆるシックハウスという

ものである。一見快適に見える部屋も、

これでは病気の巣に飛び込んでいくよ

住居

■3 お酒 ■5 生活環境

■4 不規則な生活

アトピー性皮膚炎の原因02



　適度の運動は身体の新陳代謝を活発

にし、精神的にもストレスの解消にな

るなど通常は必要なものだ。例えば足

の大きな筋肉は“第二の心臓”と呼ばれ

て、動かすことで血液をスムーズに流

す働きがある。また運動の後、気持ち良

く感じる事で体内でのストレスが減り

、免疫力が上がってくる。やはり人間も

“動物”なのだ。

　しかしそれは身体が正常な場合の話

であって、異常をきたしている時にそ

のままあてはまるわけではない。アト

ピー性皮膚炎の場合、判断が難しい場

合がある。というのも、発症している時

期には身体には皮疹や痒みがあり、慢

性化していると持続的な疲労を伴うこ

とも多いが、身体は動くし、むしろ動か

したほうが気がまぎれるので良いと考

える向きもあるからだ。私も何度か痒

みをまぎらせるためにジョギングやゴ

ルフの打ちっ放し、筋トレと称して腹

筋・背筋をして大汗をかいたことがある。

　その経験からの結論だが、汗をかい

て、体調が良くなるといわれる方を除

いて皮膚がある程度正常でなければ運

動はするべきではないのではないかと

いうことだ。皮膚に炎症がある時は運

動によって悪化するから想像に難くな

いが、皮膚が肥厚したり、治癒過程でま

だ薄くか弱い皮膚しかない場合も動か

すべきではない。その理由は、薄皮でな

んとか皮膚を守り、新たな皮膚を再生
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うなものだ。

　人間の身体には体温を一定に保ち、

外界から体内に異物が侵入しない様に

する働きがある。熱くなれば発汗して

熱を下げ、喉が渇く。寒くなれば汗腺を

閉じて熱が逃げないようにし、代謝を

上げ身体を温めようとする。異物が喉

にくっつけば痰を作って、咳をするし、

鼻の中にくっつけば鼻水を出してくし

ゃみをする。異物がお腹の中に入って

きたら吸収せずに大便として外に追い

出し、有害なものなら下痢をする。その

機能が冷暖房の普及により弱くなって

来ていると考えられる。

　私の最初のアパートはエアコン付き

カーペット敷きの結露しやすい部屋だ

ったので、ダニやハウスダストが多か

っただろう。さらに窓の外は大通りに

程近く、埃っぽくて窓を開けられなか

った。さらにタバコを吸っていたので

居住空間としては最悪だった。しかし

アトピー性皮膚炎の治療を考慮して引

っ越した所は、大通りから離れた、比較

的空気の良い静かなフローリングの南

向きの部屋だった。窓の外は土の庭が

あり、換気もできて気持ちが良かった。

フローリングのためほこりが目立つの

で、ダニ退治機能付きの掃除機を常に

使えるようにしていた。アレルギー症

状のひどい時には部屋全体までは掃除

できなかったが、それでも日に一度は

生活空間だけでもきれいにするように

した。防ダニ、防カビの布団を使い、外

気にさらすと花粉や大気中の微粒子

が付着するので、布団乾燥機を用いて

乾燥させた。毎日のように皮膚が剥が

れ落ちている時期もあったので、シーツ

を何枚も用意して頻繁に取り替えた。

部屋には空気清浄機も置いた。洗濯は

自分で行なっていたが、洗濯洗剤は刺

激の少ない物を使っていた。酵素入り

の洗剤だと、すすぎが不充分の時、洗剤

に皮膚が犯されるからだ。それでもア

トピー性皮膚炎に対する引越しの効果

は、私の場合はっきりしなかった。

　中医学では人間は自然の一部である

ことを重要視する。体は四季の変化に

対応できるようになっている。過剰な

冷暖房はそれを壊してしまう。また、ダ

ニやほこりは昔から人のそばにいるも

ので、それを排除する必要はあるが、そ

れに負けない体にすることも重要だ。

　インターネットの普及で、社会の流

れが急速に速くなった。技術はあらゆ

る所ですすんでいる。大学や会社では

基礎的な学習が多い上に新しい情報が

増えて、私ものんびりしていられない

と思っていた。身体がつらいからとい

社会のスピード

っても、まわりは進むことを止めては

くれない。かなりのプレッシャーだっ

た。このストレスはいかんともしよう

がないが、身体の調子が悪い時は無理

をしても効率は上がらず、疲労がたま

るだけなのだ。

　しかし休職以前、形の上では仕事を

離れて別なことをしてリフレッシュし

ているつもりではいたのだが、頭の中

では焦りの気持ちを払拭するまでには

至っていなかった。休む時は休み、やる

時にはやる。1年3ヵ月の休職中にそん

な余裕が身についた。特に仕事におい

て、すべての知識を完全に持っておく

必要はなく、自分の必要な所だけを追

っていけば良いということもわかり始

めた。それまでは、ともすると少しでも

必要がありそうなところはすべて調べ

尽くすような傾向があったからだ。そ

れでは知る範囲が限りなく広がってい

き、今のスピードにはとてもついて行

けない。ある意味でこの性格が私のア

トピー性皮膚炎において悪化させる一

つの原因になっていた。

■6 運動

アトピー性皮膚炎の原因02



　一人暮しを始めて一番ひどい状況に

なったのは食事かもしれない。若い頃、

特に身体の不調もないうちはあまり意

識しないものだ。食に執着がある人、健

康に意識を向けている人以外、この慌

しい世の中でゆっくり吟味して食事を

している人はいないのかもしれない。

なんとなく身体には悪いと思いつつも、

忙しさにかまけてファストフードやコ

ンビニ弁当に走る人は多いだろう。

　私も大学時代、最初のアパートの近

くに弁当屋があり、安い中華屋・ラーメ

ン屋も歩いて数分で行けたので、何も

考えず気の向くままに食べていた。肉

と米・麺が中心で油の多い食事。もちろ

ん野菜は少なく、栄養バランスは最悪

だ。さらに添加物の多さは言うまでも

ない。かといって不足している栄養を

サプリメントで補給するような習慣も

ない。栄養素の一部が足りず、一部は過

剰にある状態、さらに食品自体の質の

問題、添加物の問題など食事だけでも

体調を崩す要素は山ほどあった。
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している時に、運動により皮膚を動か

して薄皮を剥ぎ取りたくはないためだ

。またもう一つ大事なことに、汗腺が潰

れている状態で動かすと、汗で代謝さ

れるべき不要物が体内に留まってしま

うように思う。これが往々にして痒み

を誘発する。事実、私の場合も先の運動

の後、身体の熱がなかなかひかず、冷た

いシャワーを浴びても冷めないことが

あった。さらに大汗をかいたにもかか

わらず、汗腺のない皮膚はむくんだ感

じがし、痒みが噴き出してきた。

　ではアトピー性皮膚炎の治療過程で

はずっと運動が禁止か、と言うとそう

ではない。皮膚の状態が良くなれば、む

しろ積極的に取り入れるべきだ。もち

ろんストレスにならない程度で、身体

の状態と相談しながらになる。運動後

むくみや極端な尿の減少・痒みなどが

出てくれば控えるべきだ。

■7 食事

アトピー性皮膚炎の原因02

現代の食事に関する問題

日本食が忘れられ、西洋化している。

穀物を中心に食べてきた日本人にとって、消化しやすい食べ物は欧米人と比較して長

い腸管に溜まりやすく、概して体質に合っていないと言える。

ファストフードの問題

忙しい現代にあってファストフードは欠かせない物になっている。しかし栄養バラン

スが取り難く、さらに短い食事時間は消化の面でも良くない。さらに、酸化した油が多

く使われていたり、味付けが濃い場合が多いなど問題は多い。

食事の時間

朝は慌てて飛び出すから食べられず、昼は仕事の合間にさっと済ませ、夜遅くになって

やっとゆっくり食事を摂ってすぐ寝る、というような生活の方も多い。活動するのは日

中なのだから、朝と昼に十分食べたい。そしてできるなら食事の時間は十分にとって、

特に夜寝る直前に食べるようなことは止めたほうが賢明だろう。

添加物の問題

安全性が認められていると思っていたものが、後の研究で様々な危険性が発覚し、使用

禁止になることもある。やはり、できる限り取り続けることは止めたほうが良いと思わ

れる。たとえそれが天然物由来であったとしても、単離抽出して大量に存在することに

なれば、大きく作用することもあるので注意を要する。事実西洋薬はそうして作られて

いた経緯もある。

促成栽培の問題

最近の野菜は昭和初期の野菜に比べて栄養価が格段に下がっている。多量に速く作ら

なければならないこと、さらに消費者の食べやすさ、購買意欲を増やすことばかり考え

て改良（？）された野菜は、甘味だけあって風味などまったくない場合もある。当然栄養

素は押して知るべしである。必然的に“野菜と摂りなさい”と言って食べたとしても、摂

取した栄養としては十分ではない場合が多くなる。

温室栽培の問題

旬を無視した栽培法は栄養素の量問題もあるが、それ以上にその野菜の持つ力を損な

うことになる。つまり、旬の時期の野菜にはその時期に必要な栄養素が含まれており。

その時期に食べることでその野菜が生きてくるのだ。
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そこで提言としては

ア ト ピ ー 性 皮 膚 炎 の 原 因02

◎昔の日本食に戻せれば良いが、手に入る食べ物自体の問題もあり完

全には無理である。しかし旬を大切にするなど、できるだけの努力は

するべきだと思う。

◎極 端 に 言 う と 体 調 の 良 い 場 合 は 少 々 食 事 の バ ラ ン ス が 崩 れ て も 大

丈夫だが、体調の悪い時や体質的に弱い人はその時の身体の状態と

相談して食事していくべきである。

◎と は い え 、あ ま り 考 え す ぎ る と ス ト レ ス に な る の で 、ま ず は 単 純 に

穀類・肉魚類・野菜類（緑黄色野菜・淡色野菜）のバランスを3日から1

週間単位で考えてみるのはどうだろうか。

◎仕事の忙しさなどでどうしてもバランスよく食べられない場合は、

総合栄養食を中心としたサプリメントで補っていくこともいたしか

たないことかもしれない。

Columnコラム

　中医学による治療を続けている間

に、いつからかなんとなく“これを食べ

るとアレルギーがひどくなりそうだ”

と思うものが出てきた。これは非常に

感覚的なもので、目で見たり、口に入れ

たりすると妙に嫌な感じがするのだ。

特に口に入れると痒みというかピリピ

リする感じがした。もちろん好き嫌い

ではない。例えて言えば、少し古いメザ

シを食べた時の感覚に近い。しかし、し

ばらくは無視して食べていたのだが、

ある程度特定のものに対して反応する

ので、少しずつそのような食べ物は摂

らないようになった。実際、そうした食

べ物の中のいくつかは、食後しばらく

して体調を崩すものがあった。

 　一方、中医学的見地に立った食事療

法はその人の体質・体の状態や季節・体

の状態に応じて、食べて良い物、悪い物

が決まってくる。私の場合、大まかに言

うと辛い物、古い油物、冷たい物など、

得てしてアレルギー患者が摂るべきで

はないものが禁止だった。不思議なこ

とに、食べると体に悪そうだと感じた

大半の食べ物は、摂るべきではない食

べ物の中に入っていた。本来こういっ

た本能的な感覚は、今でこそ失われて

いる人が多いけれども、自然を生きて

いく上で必要なものだと思う。

私の食べ物に対する感覚
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　アトピー性皮膚炎に限らず慢性病に

なると、とかく精神面に影響をきたす

ことが少なくない。特にストレスが発

病・悪化の原因に挙げられる場合、スト

レスと病気の間に悪循環が形成され、

そこから抜け出せない限り悪化の一途

を辿る。アトピー性皮膚炎の症状自体

からのストレスは大きい。そして、それ

から派生し症状を悪化させる二次的な

ストレスもある。

　患者の立場からすると、皮膚の炎症

が他人の目に触れることは健常者が思

う以上に気になるものだ。普通“皮膚

病”と聞いていい気分はしない。だいた

い“汚い”とか“気持ち悪い”と思うので

はないだろうか。私自身もそうだが、患

者ほどその気持ちはより強いようだ。

従って、人と会話する時に目を合わせ

なくなってしまう。特に顔に炎症が見

られる時に顕著になる。そしてその状

態が長く続くと、会話することすら嫌

になり、次第に自分の殻に閉じこもっ

てしまう。また人の目を気にするあま

り自分を主張できず、うまくコミュニ

ケーションをとれなくなって協調性に

欠けるように映ることもある。

　私の場合、以前は初めて会う人に対

しても普通に会話することが出来てい

たが、アレルギーがひどくなってから

は初対面の場合、特に緊張して、ひどい

と冷汗が出てくるようになった。頭の

中は真っ白になり、気の利いた言葉は

おろか、まともな受け答えすらできな

いことがあった。退職後、薬局に戻った

当初は、時々会う従兄弟に対しても相

当緊張したのを覚えている。また、好意

のある人に対しても、一歩引いた態度

をとってしまい、一人になった時それ

を後悔し、そんな自分が嫌になってし

まうこともあった。

　最近“いじめ”が大きな問題になって

いるが、アトピー患者の場合はその病

状ゆえに、いじめの対象になることが

ある。病気との戦いで、ただでさえ身体

はかなり消耗した状態にあることが多

い。それゆえ、さらに大きなストレス

にもなるそのような状況に出来るだけ

ならないよう、早期に適切な治療をし

たい。

　また人は夢を見て、上に向かって進

んでいこうとするものだ。それのため

に努力する。私も “漢方薬について研究

がしたい”という目的があったので、最

初から大学院に行きたいと思っていた。

私はどっちかというと、短期集中がむ

しゃら型で、コツコツ積み重ねていく

のは性にあわない方だ。しかし大学病

院の医師から「試験なんか受けたらア

トピーが出るぞ！」と脅されていたの

で、早くから準備はしていた。その結果

が、直前の入院である。次の年はもっと

余裕を持って向かったがまた入院し、

受験したもののわずか数点の差で不合

格になった。さらに国家試験前や通常

の試験の前にも悪化した。そんな挫折

が何度も続くことで、“もう自分は何も

できないんじゃないか”という悲観的

な感情が沸き起こり、以前の楽天的と

もとれるほどの自信も次第になくなっ

ていった。その感情は今でも常に首を

もたげ、何か物事をするときに、やって

みれば大した事ではないのに、ことさ

ら慎重に構えてしまう。こういった性

格の変化が、アトピー性皮膚炎が治っ

た今でもストレスになり続けている。

　私の中では、アトピー性皮膚炎とは、

他の病気に比べ“中途半端な”病気だと

いう思いがある。それは痒みの持つ性

質からだろうか。アトピー性皮膚炎で

死ぬことは皆無であるにもかかわらず、

その症状は精神的、肉体的に非常につ

らい。痛みならある程度、その原因がは

っきりしていて諦めもつくし、他の人

も比較的共有できる。また、鎮痛薬は強

力なものがあり、その効果も絶大だ。し

かし痒みはどうだろう。最近でこそア

トピー性皮膚炎がある程度認知されて

いるが、ひと昔前まではたかが痒みで

あり、正常な人にとって理解しがたい

所があるのではないだろうか。また今

でも痒み止めに関してはそこそこ効く

薬はあっても“これなら絶対に止まる”

というものはなく、痒みは少し残って

もうるさいものなのだ。

 　研究室の頃、特に成人アトピーは一

般的ではなかった。痒みで眠れない日

が続き、痒みより疲労と眠気が強まっ

た時だけ気絶するように眠るという生

活を続けていた時、大学の先生から呼

び出しを受けて言われた。「痒みなんか

気の持ちようだ」。この時のショックは

今でも覚えている。しかし“たるんでい

る”のか“これ以上は無理”なのかとい

うものの境界線を引くのは、その個人

の忍耐の許容量もあって難しい。特に

日本は“忍耐”が美徳とされる面もある。

状況にもよるが、患者さんと周りの人

が冷静に判断して対処してもらいたい。

ア ト ピ ー 性 皮 膚 炎 の 精 神 面 へ の 影 響03
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　痒みがなければアトピー性皮膚炎は

全く何でもない病気だと思う。この痒

みの厄介なところは、“掻くと気持ちが

いい”事だ。

　経験上、痒みがひどいほど掻いた時

の気持ち良さが増し、気持ち良さをた

くさん欲しがるほど掻きむしらなけれ

ばならない。実際ひどい痒みの時、掻き

むしって膿や血が出て皮膚がぐちゃぐ

ちゃになるが、それでもそのぐちゃぐ

ちゃになった皮膚がうずうず痒く、更

に掻きむしってしまう。それは一部の

痛みが痒みに感じられ、その増えた痒

みを掻きむしるのが恐ろしいほどの快

感だからだ。このような状態に陥った

時、その快感ゆえか掻きむしる事を止

めることを自分では出来ず、行きつく

ところまで行ってしまう。つまり快感

がすべて痛みに変わり、我に返るとこ

ろまでである。

　これだけ痒いとそれを我慢している

時間が他の正常な人よりも多いので、痒

みを我慢する力が強いように思えるか

もしれない。しかしそうではなく、逆に

少しの痒みでもすぐに掻いてしまうよ

うになってしまう。その理由として、同

じ刺激でも正常な人より敏感に知覚さ

れること、そしてこの掻くことの快感

にあるように思う。ある意味、自分の忍

耐の許容量が少なくなっていることも

あるだろう。

　ただし、この痒みをただ我慢しろと

いうのは難しい。時々、無責任にアトピ

ー性皮膚炎患者に対して“我慢して掻

くな”という人がいるが、その言葉には

少々憤りを感じる。それは、これほどの

痒みは痛みと違って正常な人が患者と

共有できるものではないと思うからだ

。ひどい痛みは想像できるが、ひどい痒

みは想像しにくい。従って、正常な人が

患者さんに我慢しろとか引っ掻くんじ

ゃないなどど強く言わないことだと思

う。患者は頭に来るだけだからだ。

4種類の痒み

　私がアトピー性皮膚炎にかかってい

る間に感じた痒みは、大別すると４種

類ある。最近の研究でも末梢性の痒み

と中枢性の痒みがあり、そのメカニズ

ムが少しずつ明らかになっている。私

がアトピー患者さんを見ていると、こ

の痒みの違いによって効果のある漢方

薬も変わってくるようだ。また、4種類

の中でも取れやすい痒みと取れにくい

痒みがあり、さらにいくつかの痒みが

重複して引き起こされることも多い。

そこで、患者さんの立場からすると痒

みは少しでも軽いほうがいいので、極

力痒みが軽くなる処方を選ぶ指標にで

きればと思い、この分類の詳細を以下

に示した。
01　痒みについて

奥から湧き上がってくるような痒み4

皮膚が再生してくる時の痒み3

乾燥肌による痒み（アトピー肌）2

表皮でパチパチはじける痒み1

4種類の痒み

　■1 表皮でパチパチはじける痒み

特徴

◎あちこち飛び飛びにはじける。弱い場合は数個がポツポツはじけ、強い場合は長 

　時間にわたって続くことや痙攣するほどはじける場合もある。

◎熱感とともに出ることが多い。単独で出る時も、掻くことで熱を持ちやすい。

◎ 一度はじけた部分は少し掻くと満足するが、あちこちではじけるのでいろんな 

　所を掻いてしまう。

◎皮下に膿が溜まって来る感じはない。

◎■2 の痒みを誘発することがある。

◎この痒みが単独で起こり、皮膚症状がひどくない場合は、アトピーの症状として

　は軽傷の場合が多い。しかし、この時点できちんと治療せずに引っ掻きつづけ

　ると、皮膚が肥厚して滲出液が出て来たりするようになる。

◎比較的、抗ヒスタミン剤・抗アレルギー剤・ステロイド剤が効きやすい。



痒みへの対処

　痒みの対処法の大原則は、とにかく

皮膚を壊さないこと。それは皮膚の改

善が、掻破と再生のしのぎ合いという

側面があるからだ。実際ひどい症状を

呈している所の皮膚の再生スピードは、

通常の皮膚とは比べ様もないほど早い

ので、2～3日掻かずにすめば良くなる

ことも多い。まず大切なことは、爪を切

っておくこと。爪が短いほど無意識に

手が延びたとしても被害が少ないから

である。

　患者の立場からの痒みの対処法とし

て、下記は私が行なった方法で正直言

ってあまり勧められないものもある。

皮膚の状態にもよるので、すべての場

合に当てはまるわけではない。

痒 み と 膿04
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　■2 乾燥肌による痒み（アトピー肌）

特徴

◎じわっと広がる痒みで、少し掻くと満足することが多い。

◎保湿剤でおさまることもある。

◎治療過程でこの痒みだけになると皮膚はかなり丈夫になっており、少々掻いて

　も掻き崩すことはない。

◎完治には時間がかかる。

◎ 痒みが起こる時間に規則性がある場合が多い。

　■3 皮膚が再生してくる時の痒み

特徴

◎虫が這うようなウズウズした痒み。

◎ 保湿剤でおさまることも多い。

◎比較的、短期間でおさまることが多い。

※■2 と■3 は区別しづらく、往々にして同時に発現することがある。

　■4 奥から湧き上がってくるような痒み

特徴

◎奥から湧きあがってくる重く強い痒み。

◎比較的、広範囲（数センチ四方）が一度に痒くなる。

◎ ほとんどが強い熱感や滲出液を伴う。

◎ 抗ヒスタミン剤や抗アレルギー剤はほとんど効かない。

◎■1 または■2 の痒みを誘発する。

◎ 掻 き 始 め る と 掻 く の を 止 め た く な く な る 。ひ ど い 時 は 皮 膚 を 掻 き 崩 し て

　も痒い。

◎痒みが起こる時間に規則性がある場合が多い。

◎ステロイド剤を使用せずにこのような状態になった場合は、ステロイド剤を

　使うのであれば一気に治療しないとダラダラ塗りになってしまうことも多い。

◎ステロイド剤を使用しながらこのような状態になった場合は、より強いステ

　ロイド剤を使う必要があり、ひどい状態の場合はまったく効かないこともある。

痒みの対処法
〈大原則・皮膚を壊さない〉

保湿クリームを塗る

自分で叩く、またはさする

冷やす

シャワーを浴びる

熱でかゆみを焼いてしまう

その他

1

2

人にさすっても ら う3

4

5

6

7

　■1 保湿クリームを塗る。

通常は潤っている方が痒みは少ない。ただし熱をこもらせるような保湿剤だと、 痒

みが増すこともある。 
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●冷房…手軽だが、全身を冷やすので局所に熱を持っている時は不充分。夜の睡眠

導入などには良い。

●コールドスプレー…手軽で強力。使いやすいが効き目が短時間で、冷却力が強す

ぎるためか、効力がなくなってくると冷やす前より熱い感じがする。急激な痒み

に対して別の冷却方法のつなぎには使える。

●氷タオル…氷をタオルで巻いたもの。手軽で強力。水を少し含ませてやると効き

が早い。欠　点はしばらくすると水が垂れてくる事。

●アイスノン（氷枕）…氷タオルの簡便型。就寝時タオルに包んで痒い部分や頭の

下、胸の上に置くと、少々痒い時にも眠ることが出来る。夜寝られない時など冷

凍庫にアイスノンを2～3個用意しておいて、取り替えながら使うといいだろう。

おすすめ。

●冷却シート…局所の熱を取る時に良い。効きも早いし比較的持続する。かぶれる

場合があるので注意。

　■2 自分で叩く、またはさする。

軽い痒みに。癖付けておかないと掻いてしまう。

　■3 人にさすってもらう。

これこそ本当の手当てかもしれないが、意外と効果がある。人にやってもらうと、

軽くさするだけで痒みが楽になることがよくある。これは自分の手と違って、刺激

を受ける場所や強さが予想できないためなのか、同じ強さの刺激でもかなり痒  み

がまぎれる。また、背中のように手が届きにくいところの場合にもよい。自分でや

ると孫の手や定規などで引っ掻いてしまうからだ。軽くたたくのも良いが、たたき

すぎると後で痒くなることがある。皮膚が丈夫になっているのなら、軽く揉むのも

良い。

　■4 冷やす。

痒い時は熱を持つことが多く、その熱を取ることで少し痒みが治まる。やや強めの

痒みでも効果がある。

いろいろな冷やし方とその長所・短所

　■5 シャワーを浴びる。

潤いとシャワーの刺激で痒みが紛らわされる。炎症があるとしみるが、痙攣したり

冷や汗が出たりするほどの痒みでも有効。冷水で治まればいいが、強い痒みの場合

は熱いと感じるくらいのお湯をかけた後しばらく冷水で冷やすと良い。冷やして

いる時に皮膚が麻痺した感じがあれば、しばらくは痒くなりにくい。ただ十分に冷

やしておかないと、お風呂から出た時に余熱で皮膚が乾燥し痒くなることがある

ので注意。皮膚の炎症がひどくなることはほとんどない。

　■6 熱でかゆみを焼いてしまう。

かなりひどい痒みでも有効。睡眠時などのひどい痒みにドライヤーで痒みを止め

る。弱温風を痒い部分に当て、これも少々熱いくらいまで行なう。最初は気持ちが

よく、しばらくすると感覚が麻痺してしびれたようになる。極力、下着の上から吹

きかけた方が良いと思う。痒みが止まり痛みを感じる方がずっと早いので、火傷を

したり症状が悪化することはほとんどない。この後、保冷剤などで冷やしておくと

より良いと思われる。これがやみつきになることもあるが、皮膚が正常になってく

ると温風をかけるのが嫌になってくる。欠点は、かなり皮膚を乾燥させるので、し

ばらくするとまた痒くなることがある点だ。

　■7 その他

腕立て伏せ・腹筋・背筋も、筋肉に刺激を与えることで痒みをごまかすことが出来

る。しかし汗腺がふさがっている時やジュクジュクタイプの場合は症状が悪化す

る恐れがあるので要注意。

低周波治療器も痒みを紛らわせることができるが、崩れやすい皮膚には使えず、刺

激が止まると再び痒くなるのでその効果は一時的だ。

掻かないように手袋をしたりして、無意識の手が利かないようにするのも有効な

ことがある。ただし、ひどい痒みの場合、我慢しきれず掻きむしってしまうことと、

夜やっと寝ついたのにこのために起きてしまうことがあるので注意したい。



“膿が噴く”

　黄汁は湿邪の影響が少ないアトピー

やアトピーの初期におこりやすく治療

過程で正常の皮膚に近づいた時にも見

られる。この場合は出血を伴うことも

よくあり、膿の量はそう多くない。次に

粘性のある透明な膿はもう少し悪い時

で、もっとも悪い時に出るのが粘性の

ほとんどない膿である。

　この粘性のない膿が出る状態のとき、

一番掻きむしることが多い。また他の2

つに比べて固まりにくく、止め処もな

く出てくる。ひどい時は噴き出た膿が

シャツを通し、シーツを通し、ベッドマ

ットにまで達する。皮膚はぬるぬると

気持ち悪く、掻きむしっているから部

分的に痛い。その上、熱を持った所は痒

みが強く、眠ることもできずひどく疲

れる。そこで固まりにくいのをドライ

ヤーなどでどうにか固まらせ、痒みを

同じくドライヤーで抑え、ようやく落

ち着いて横になると、今度は下になっ

た所、圧力のかかった所から膿がしみ

出てくる。すると今度は膿の固まった

物までまとわりついてくるのでさらに

気持ちが悪くなり、痒みが倍増する。こ

の状態で半狂乱になるのを我慢して固

まらせると、腕なら倍ぐらい太くなっ

て、皮下（皮膚と言っていいのかわから

ないが）には次の膿がいっぱいなので

ある（自分の肉の上にもう一枚肉が付

02　膿について
着している感じ。ひどいとそれを引き

剥がせそうな時もある）。ここで気を緩

めて掻くと、再度どっと噴き出す。一度、

噴くだけ噴かしたら膿がなくなり治り

も早いのではないかと思って、膿が出

てきたら拭き取り、止まりかけたら搾

り出してみた。その結果、少し膿の量は

減るが疲労困憊し、皮下に膿がたまっ

ている感じも変わらず治りは余計に遅

くなった。従って膿の対処は、できるだ

け固まらせて固まったらできるだけ壊

さないようにすることだ。

　また、アレルギーが出ている時はそ

れだけで体力を使うのに、膿が噴いた

時にはなおさら体力を消耗する。だか

らきっちり食べ、体力をつけることが

大切になる。さらにできるだけきれい

にし、化膿させないようにすることが

大切である。

痒みと膿04
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膿

黄　汁
粘性のある

透明なもの

粘性のない

透明なもの

　私が言う“噴く”というのは、皮下に

膿が溜まっている状態で、なんらかの

原因により身体が熱く、痒くなり、身体

を引っ掻いた時にその膿がどっと溢れ

てくることだ。布団の中にいる時が多

いが、これは熱をこもらせるし、静かに

することで少しの痒みでも知覚しやす

くなるからだ。膿には大別すると3通り

ある。
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　近年、病院での治療はアトピー性皮膚
炎の治療ガイドラインの充実もあって、
一時期ほど様々な治療法が乱立するこ
とがなくなり、各医療機関毎の治療上の
差異も減っているように思える。ただ
し、大病院や内科で特に多く見られる、
いわゆる“3分間診療”のような短時間
の診断・説明では、せっかくアトピー性
皮膚炎治療ガイドラインに記載されて
いるような生活上の注意をきちんと説
明する暇もなく、薬だけをただ漫然と使
う治療になってしまうことが多い。
　一方、世間一般にアトピー性皮膚炎が
認知され、以前のように「皮膚炎はうつ
る、汚い」と言われることは減り、皮疹が
出ているのを見て「アトピーですか？」
という会話が増えている。これは患者に

とってはかなりストレスが減り、精神的
に楽になる。さらに生活上の注意点で
も、食事から運動、ストレスなどまで、何
が良く何が悪いのかという情報が知ら
れるようになった。本屋ではアトピーに
関する様々な本が並び、テレビでは特集
が組まれ、インターネットでも情報が氾
濫している。ただこちらの方は人によっ
て持っている情報に偏りがあって、一方
的になりすぎていたり、勘違いされてい
る場合がある。これは、いまだに極端な
治療法や特殊な治療法を啓蒙する本や
情報があることや、一般的に正しいと言
われている情報でも、ごく一部分を強調
して認識してしまうためではないかと
思われる。

01　最近の治療状況について

　アトピー性皮膚炎の治療をするにあ
たって、まず考えるのは病院に行くこと
だろう。もっともステロイドによる治療
を嫌う風潮がまだあるから、他の方法を
取る人も少なくない。確かに、ステロイ
ドは上手に使っていかないとダラダラ
と症状を長引かせ、ずっと塗り続けるよ

うな場合もある。依存的になり、皮膚が
焼けるように赤くなったり、ムーンフェ
ースになったりする人もいる。特に、専
門医以外にかかった場合に多く見られ
るようだ。しかし、しっかりと見極めて
使えば切れ味の良い薬で、アトピー性皮
膚炎の外用の場合、短期集中で治療して

しまえば副作用を気にする必要はない。
ただ、再発を繰り返す場合は問題がある
だろう。
　一方、漢方薬による治療は賛否両論が
あるものの根強く続けられている。今や
漢方薬の薬効自体を疑う人は少なくな
っていると思う。事実、医師の中でも漢
方薬の使用経験がある人は全体の過半
数を超える。だが、その使い方が難しい。
　今一般に使用されている西洋薬は単
一成分で、基本的な作用機序が一つであ
る。従って効果も副作用もわかりやすい。
　しかし漢方薬は多成分が含まれてお
り、薬理実験において一つの漢方薬がい
ろいろな効果を示すことも少なくない。
例えば肩こりと風邪というようにいく
つかの異なる作用をするものもあれば、
尿量が少ない場合にも多い場合にも使
われるような正反対の作用を併せ持つ
ものもある。さらに一定の生薬量で規定
された漢方処方ですらそれなのに、生薬
の量や種類を加減したりして使うこと
は、通常の実験系においてその作用を完

全に把握していくことがより難しくなる。
　また、この漢方薬を患者さんに投与し
ていく時、例えば同じ細菌による風邪だ
と言っても患者さんによりその症状は
随分変わってくるので、一辺倒な投薬の
しかたでは効果の出る割合は少なくな
ってくる。今のところ西洋医学の病名治
療では漢方薬を完全に使うことは難し
く、やはりこの多成分系の薬物をうまく
扱うには旧来の方法が良いように思わ
れる。つまり患者さんの状態すべて（証）
を捕らえて処方していく方法である。反
対に一部の症状のみを捕らえての投薬
では、本来の作用とまったく逆の作用を
することもあり、単に効果が出ないだけ
なら良いが、強い副作用が出てくる場合
もある。さらに“効果が出たから続けて”、
とか“漢方薬はしばらく飲まないと効か
ないから”といって、長期間服用するべ
きではない薬をだらだらと処方される
こともある。従って、病院の薬を同様、専
門家により投薬されるべきである。

02　西洋医学と中医学（中国漢方）　



西洋医学
ステロイド剤を中心として、
症状をすみやかにおさえて
いく治療が主体となる。患者

さんの状態によって重症度を分類し、内
服薬と外用薬を決めていく。主にガイド
ラインに従って治療が進められるが、近
年その内容も充実してきており、薬物治

療のほか皮膚のケアや生活の仕方も重
要視されている。さらに、アトピー性皮
膚炎のメカニズムの解明が進むととも
に新たな薬が開発され、今後さらなる効
率的な治療がなされるようになるだろ
う。

治 療

西洋医学と中医学の治療法の違い
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主にアトピー性皮膚炎を発
症させる要因（アレルゲン）
の除去が中心となる。幼児期

では牛乳・卵・小麦・大豆をはじめとする
食物アレルギーが原因となることが多
いため、食事制限することが多い。しか
し、年齢が上がるに従い除去が難しくな
ることと、耐性の獲得の面で極端なアレ
ルギー反応を起こす場合を除いて、除去

することは少なくなっている。また成人
になるほど社会的要因による精神的・肉
体的ストレスが多くなり、ますます予防
が困難になる。
　一方でアトピー性皮膚炎を抑制する
食物成分として、リノレン 酸・EPA・
DHA・キチン・キトサンなどが認められ
ている。

予 防

西洋医学では体質を改善す
るという考え方はないので、
アトピー性皮膚炎治療とい

っても、実際は症状をおさえることが主
体となる。従って発症したらすみやかに
投薬しておさえ、治まったら薬を中止す
るということを繰り返す。もっとも小児
の場合はアトピー性皮膚炎を発症する
原因として臓器の未発達があり、成長に
よって獲得される免疫能で、生活習慣を

キチンとしていれば次第に治って来る
事も多い。しかし成人の場合、原因が複
雑で慢性化しやすく、ステロイド軟膏を
ダラダラ塗るようになる人もかなり見
受けられる。
　西洋医学による治療の利点は、治療す
る側としては薬物の作用が強く確実な
ため、マニュアル化しやすいことだ。ま
た科学的な裏づけがあるため、患者側も
何のための治療かを理解しやすい。

特 徴

中医学には“未病先防”“既病
防変”という考え方がある。
病気になる前に予防する、病

気になったら悪化していかないように
するということで、つまり何が原因で病
気になり、どのような体質の人がどのよ
うな病気になるか、またその病気がどの
ように変わっていくかを昔から探索し
ていたのである。従ってその患者さんの
状態・体質から病気の根本を探り、症状
があらかた落ち着いた時どこのバラン
スが崩れたら発症するのかを中医学の
体系の中で未然に知ることができる。例
えば水分（湿）と熱が溜まりやすい体質
のアトピー性皮膚炎患者は、アレルギー
の症状が出る前に大便がべとべとにな
ったり、尿が黄色くなってきたり、身体

が重だるくなったりすることがある。こ
れ自体は過食や酒の飲みすぎ、過剰のス
トレスなど様々な原因で発生するが、こ
れらのシグナルを受けた時に対処して
おけば、ひどくなることが少なくなると
いうことである。
 　さらに養生の大切さも説いており、飲
食の不摂生、運動不足、睡眠不足など生
活の仕方が悪いと、いくら薬を飲んでも
効きが悪いか、全く効かないことすらあ
ると言われる。考え様によっては、服薬
するということを含めて生活全般のあ
り様で治療しているとも言える。現代の
生活習慣病と言われるものはこれの最
たるもので、規則正しい生活をしていか
ないといくら最新の薬を飲んでもなか
なか良くならないのである。

予 防

中医学
中医学による治療では、大き
く発作期と緩解期に分けて
治療を行なう。

　発作期は基本的には西洋医学と同じ
で、主にひどい症状を除くための治療に
なる。しかし、ここでも患部の状況だけ
でなく身体全体を診て処方することに
なる。
　緩解期はほとんど症状の出ていない

時期で、いわゆる体質改善を中心に治療
を行なう。アトピー性皮膚炎の患者さん
は皮膚のバリア機能が低下していたり、
アレルギーを起こしやすい体質であっ
たりするため、それを中医学によって解
釈し根本から治療していく。
　また、生活の仕方（養生法）も大切で、
治療中の服薬は生活の一部に組み込ま
れていると言っても過言ではない。

治 療

西洋医学と中医学の治療法の違い
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　先に述べたように西洋医学・中医学と
もに利点と欠点がある。従って、両方を
うまく使うことによって、お互いの欠点
を補いながら治療していくことも可能
になる。
　例えば、ひどい皮疹が出て痒みもある
場合は外用にステロイド剤、内服に漢方
薬を併用。内と外の両面から治療するこ
とで、短時間で皮膚の症状を軽減させ
る。皮疹と痒みが減ったら、外用はステ
ロイド剤を中止し、軽い消炎剤または保
湿剤を中心にして内側からの治療を重
点的に行なう。そして皮膚がきれいにな
ったら、体質的に弱い所を強化する薬に
変える。生活上の注意としても、病院で
の血液検査などで判明した強くアレル
ギーが出る要因は極力排除し、アレルギ

ーに良いとされる結果の出た食品を中
医学の養生法に組み込んでいくことで、
より良い生活が見えてくるだろう。さら
に、痒みで睡眠が十分に取れない場合、
肉体的・精神的に疲労が蓄積していくこ
とになるので睡眠薬を、また精神不安を
改善するための薬物、そして無意識に引
っ掻くので夜間だけでも知覚を麻痺さ
せるような薬物（皮膚の強化がなされる
数日間で良い）をうまく適用することが
できれば、患者の症状の改善とともに生
活の質にも大きく作用することになる
だろう。
　中医学は伝承・伝統医学の中でも完成
されたものと言われている。さらに日本
においては一部独自の発展を遂げた日
本漢方として、切っても切り離せないほ

03　中西医結合医学

04　中医学による治療　　

　中医学では、人はいろいろな機能が組
み合わさった統一体で、自然の中でその
影響を受けながら存在する物ととらえ
ている。従って、病気を治療する時には
常に人体と自然との関係を一緒に考え
る。体内には五臓（肝・心・脾・肺・腎）六腑

（胆・小腸・胃・大腸・膀胱・三焦）と呼ばれ
る臓器をはじめ様々な器官があり、その
各々が経絡などで結びつき、さらに気・
血・津液という必要不可欠な物がバラン
スよく作用することで、人として活動す
ることができる。
　自然界では六気（風・寒・暑・湿・燥・火）
と呼ばれる気候の状態があり、これが体
の中に入りこみ病気の原因（邪気）にな
る時、六邪（風邪・寒邪・暑邪・湿邪・燥邪・
火（熱）邪）になる。体内でも様々な原因

による機能の失調により、六邪と同じよ
うな物が生まれる事がある。また体内に
入った、あるいは体内で生まれたこれら
の邪気は病気を引き起こすとともに外
の気候・環境の大きく影響を受ける。例
えば夏の暑さや火を使う仕事は体内の
熱邪を強くするし、梅雨時やじとじと湿
っぽい住環境は体内の湿邪を強くする
のだ。
　飲食物や嗜好品など体内に摂取する
物も大切な気・血・津液に変わる一方で、
体に良くない物や体の機能が低下して
いる時に摂取した物、体に良い物でも摂
り過ぎた時などは邪気になってしまう。
それゆえ人により、また体調により摂取
するべき物が変わってくるのだ。

どにしっかりと根をおろしている。その
土壌にあって西洋医学と漢方は相互に
補完し合えるものだと思うので、これか

らその利用法が広がっていくことを期
待して止まない。

中医学の考え方

　西洋医学ではアトピー性皮膚炎の発
症原因は今だはっきりしていないが、中

医学ではその原因を、「素体不足」と「感
受外邪」と明確にしている。

中医学でアトピー性皮膚炎を考える

中医学による治療の利点は、
その人の体質や症状に合わ
せたオーダ－メイドの対応

である。治療効果も薬をきちんと合わせ
ることができたら、急性期・慢性期にか
かわらず西洋医学に劣らない切れ味を
見せる。逆に欠点は、治療法をある程度
まではマニュアル化できるものの、細部
に至ってはオーダ－メイドゆえの難し
さがあり治療側の力量にかかわってく

ることである。また製剤化された薬なら
ともかく、煎じ薬では味・臭いとも良い
とは言えず、煎じる時間を考えると非常
に服用しづらい。また、治療上必要な生
活の中での制限・努力がいろいろ出てく
るなど、患者側の理解と協力が多分に必
要になってくる。さらに診療に時間がか
かるので現代のような病院のあり方に
はそぐわない。

特 徴



火の性質を持ち、皮膚の紅潮・炎症・赤い発疹などを引き起こす。また体内
の血や津液を焼き焦がすため、口や咽の渇き・冷たい物を飲みたい・皮膚の
乾燥・尿が濃い・便秘・滲出液が黄色く粘るなどが見られる。

自然の風の性質を持ち、上昇する傾向や急に変化する傾向がある。痒み
を引き起こす原因。また“風は百病の長”といわれ、単独で発生することは
少なく、多くは風寒・風熱・風湿など他の邪気を伴う。

水の性質を持ち、体が重だるい・滲出液が多い・むくむなどが見られる。ま
た湿邪は停滞して動きが悪いので、治癒に時間がかかる。さらに消化機能
を傷めやすいので、食欲不振・吐き気・下痢などを引き起こす。

風邪

熱（火）邪

湿邪

アトピー性皮膚炎の場合、重要になる外邪は主に風邪・熱（火）邪・湿邪である。

感受外邪
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　ストレスがアトピーを悪化させるこ
とはよく知られている。ストレスの多い
現代において、成人アトピーが増加して
いることからもわかる。
　このストレスを最初に受け止める臓
器は「肝」。肝は血液を健やかに保ち、各
臓器の機能を調節しているが、ストレス

が多いと肝の機能が乱れ、その影響が他
の臓器に影響するのである。しばしば肝
の機能の乱れは熱を生み、イライラして
のぼせたり火照ったりするのがそれに
あたる。これがアトピーを発症させた
り、悪化させたりする。

もう一つの問題

これら外邪の侵入経路は皮膚・鼻口気道
の粘膜（肺に属す）・肺・胃腸。アトピー性
皮膚炎の患者さんの大半が胃腸に炎症
を持つといわれており、皮膚や粘膜だけ
でなく腸からも邪気の侵入を許すこと
になる。そしてこれらの部位からの侵入
を許すバリア機能の低下がアトピーの
本来の原因であり、外邪の排除と表面に

現れている症状の直接治療をするとと
もに、さらにその素体不足が起こった原
因を追求し治療するのが本当の中医学
によるアトピーの治療である。この原因
は患者さん一人一人異なるので、おのず
と治療法も異なってくる。これがオーダ
ーメイドの医療といわれるゆえんである。

主に表面に現れている症状を取る治療（標治）

主にアトピーが起こった原因の治療（本治）

従って中医学での治療は二段階に分けられる。

さらにアトピー性皮膚炎で重要な皮膚の乾燥とバリア機能の低下は、各々皮膚の津
液不足と気（衛気）不足と考えられる。この気と津液は主にこれらの臓器で作られる
ものである。

体に弱い所があるということ。多く見られるのは脾・肺・腎の弱さである。

素体不足

いい空気を取り込み悪い空気を吐き出す。水分代謝や免疫
系にも関係が深く特に皮膚や気管 はすべて肺に属するため
多くのアレルギー疾患において重要な臓器と言える。

飲食物を消化吸収し、栄養を全身に行き渡らせる。また水
分代謝や免疫系にも関係する。

水分代謝や生殖・ホルモンなどの内分泌系のほか免疫系にも
深く関与。

脾

肺

腎

機能



私が提案する治療法
06

57



生活習慣の改善（運動・嗜好品・睡眠など）1

食事の注意2

皮膚のケア3

精神面のケア4

漢方薬などによる治療5

治療のポイント

私が提案する治療法06

58 59

　運動については、基本的に運動して

調子が良いようなら行なうようにする

と良いと思います。運動自体はストレ

ス発散になりますし、筋肉の刺激は痒

みを紛らわせてくれ、汗により体内の

要らない物を排出することができます

。しかし汗腺がふさがっている場合は

汗が十分排出されないためか、むくん

だり、痒みが強く出たりする場合よく

があります。体調をみながら行なうこ

とが大切です。

　お酒は身体が熱くなり、痒みが増す

ことが多いので控えた方がいいでしょ

う。タバコはアレルギーを誘発する物

質が多く含まれており、また皮膚を乾

燥させる傾向があるので禁煙するべき

です。アトピー性皮膚炎だけでも疲れ

が溜まるのに、仕事や学校がある方は

なおさら強い疲労を抱えます。できる

だけ家族の手を借りてでも休む時間を

作ってください。

　アレルギーに良いとされる健康食品

でも、人により合わない場合がありま

す。例えばニンニクは身体を強く温め

ますので、温まると痒みが出るような

方は控えるべきでしょう。

　アトピーの場合は痒みで良い睡眠が

とれない場合がよくありますが、それ

でも布団に身体をあずけておいた方が

良いと思います。

　私が提案する治療法と言っても、特

別変わった物ではありません。

　医師が治療する時の治療方法の基に

なる、“アトピー性皮膚炎治療ガイドラ

イン”というものがあります。この中で

治療上大切な物として大きく以下の3

点が挙げられています。

　これらを病院で十分に説明して治療

にあたることになっていますが、大半

の病院、特に大病院で診療時間が数分

という所ほど、薬物療法のみで他の大

切なことを説明していません。ひどい

所になると、薬を処方するのみで、ス

テロイドの塗り方すら説明しない所も

あります。ステロイドの功罪はともか

く、この薬は同じ薬でも塗り方によっ

て効き目が大きく違ってきます。

　私の提案の基になっているのは、こ

のガイドラインの薬物療法以外の部分

です。これに現代のスキンケアの情報

からの知見や中医学的な食事をはじ

めとした養生の考え方、自分の経験か

ら得た事などを加味しています。以下

にポイントをまとめましたが、大切な

ことは生活全体を見直して、いろいろ

な角度から極力患者さんに無理がか

からないように治療していくことで

す。人により生活の仕方が異なります

ので、オーダーメイドの治療になって

いきます。

　■1 生活習慣の改善（運動・嗜好品・睡眠など）

◎汗腺がふさがっている内はできるだけ汗をかかないように。（特に夏は注意）

　➡体調により運動しないほうがよい場合がある。

◎お酒やタバコは厳禁。

◎できるだけ疲れをためないようにする。➡休める時は休む。

◎健康食品もその人の体質により合わないことがあるので注意。

◎午前０時には就床すること。ただし、痒みで睡眠が取れない方は眠れる時に

　眠ること。

原因・悪化因子の
検索と対策

薬物療法
スキンケア

（異常な皮膚機能の補正）



辛いもの、香辛料など刺激の強いものは控える。

タケノコ、ゼンマイなどのアクの強いものは控え目に。

甘いものの過食に注意。

冷たいもの（アイスクリームやかき氷など）も控え目に。
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　アトピーの乾燥肌や掻き崩してボロ

ボロになった肌を修復するには良質の

蛋白質が必要です。そして摂取した蛋

白質が皮膚の材料として効果的に使わ

れるためには、糖質（炭水化物）が必要

です。アトピーがひどい時は免疫反応

や皮膚の代謝が亢進しており、たくさ

んエネルギーを必要とします。このた

め糖質が十分でないと、蛋白質がその

エネルギー源として用いられ、材料と

して用いられる分が減ってしまうから

です。さらに、身体の様々な成分を合成

するためにいろいろな酵素が活躍して

いますが、これらが正常に働くために

はビタミンやミネラルが重要になって

きます。また、食べた物をきちんと消化

して栄養を吸収し、糟粕（不要物）を排

泄するためには、食物繊維が欠かせま

せん。このきちんと食べてきちんと出

すことができていれば、腸からの異物

吸収が減少しアトピーもより軽くなり

ます。逆にこれらの機能を損なう食事

は控えるべきです。

　総合的に日本人の体質を考えると、

やはり和食が良いようです。これは日

本人が農耕民族としての特徴を有して

いるためで、例えば、腸が長くインスリ

ンの分泌が緩やかであるために消化し

にくい食べ物に対応していること、乳

糖を分解する酵素の活性が欧米人より

低いため乳製品は合わない場合がある

こと、などがあります。

除去食について

　いずれの年代にしても、強いアレル

ギー反応を起こす食べ物を除去してい

くことは大切です。特に幼児期早期（1

～3歳）では食物の関与が多くみられ、

頻度の高いものとして卵白・牛乳・大豆・

小麦があげられています。しかし成長

に従って、お菓子や給食など口にする

物が多様化するため完全に除去するこ

とは難しくなりますし、いろいろな食

物に対する身体の耐性を獲得する必要

もあるため、最近は極端な除去療法を

行なわない傾向にあります。

　中でも注意点は

βカロテン

緑黄色野菜

アレルギーに良い成分

EPA・DHA

青身魚

リノレン酸

シソ油

アレルギーを抑える働きがあるといわれる成分をあげました。

　■2 食事の注意

基本はバランス良く食べること。蛋白質・炭水化物・ビタミン・ミネラル・食物繊維

のすべてが必要です。中でも注意点は、

Columnコラム

　この時期のアトピーは良くするも

悪くするもご両親（特にお母さん）に

かかっています。お子さんは何もでき

ないので、そのストレスがご両親にた

くさんかかってきます。さらに仕事な

ど忙しいことも多いでしょうから、大

変だと思います。しかしこの時期にし

っかりとした治療をすれば、将来アト

ピーから開放される可能性は高くな

ってきます。幼少期は身体の臓器が発

達途中にあり、それがアトピーの大き

な原因の一つだといわれます。それゆ

えこの時期は薬以上にお菓子やジュ

ースを含めた飲食物・運動など生活面

を中心としたケアが大切になります。

もちろん薬が必要な場合もあります

が、極端な薬物治療法を行なうとお子

さんの発達を阻害してしまう可能性

があります。総合的に見てより良い治

療になるよう考えてみてください。

幼少期のアトピー
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中医学による薬物治療は二段階に分けられます。

今あるひどい症状「風（痒み）・熱・湿（膿・滲出液など）」を取り去ります。
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　■5 漢方薬などによる治療

主に表面に現れている症状を取る治療（標治）

主にアトピーが起こった原因の治療（本治）

01　ひどいアトピーの時期

➡主に表面に現れている症状を取る治療（標治）

【主な症状】

皮膚：紅斑・水疱・ジュクジュクの滲出液・ただれ・皮膚の下に膿がある感じ・むく

皮膚：み・掻いてもあまり血皮膚：が出ない・奥から湧きあがってくる痒み・掻き始

皮膚：めると止まらない、など

全身：のどの渇き・便秘またはベトベト粘る便・尿が黄色・身体が熱い、など

【代表的な処方】　竜胆瀉肝湯・黄連解毒湯・茵陳蒿湯など

湿     熱

【主な症状】

皮膚：赤い（時に赤黒い）皮膚・触ると熱い・皮膚表面の熱感を伴う痒み、など

全身：のどの渇き・便は硬い・寒さをあまり感じない

【代表的な処方】　涼血清営顆粒・大黄牡丹皮湯など

血熱

　ストレスがアトピー性皮膚炎を悪化

させることは知られています。さらに

重症になるほど、顔面のひどい皮疹や

睡眠不足などがストレスの元になって

しまうという悪循環に陥ってしまいま

す。また、“痒み”が周りの人に理解され

ず、軽々しく「たかが痒み」だとか「掻か

なければ治る」などと言われることに

嫌悪感を抱くとともに言った人に対し

て不信感を持ちます。アレルギー反応

が起こっていると身体は疲労します。

加えて痒みを我慢することや、次いつ

来るかわからない痒みの不安感、そし

て他人の目を気にしたりすることで神

経をすり減らします。家族の方々もこ

れらを理解してあげてください。そし

てかわいそうと思うだけでなく、実際

に手伝ってください。小児アトピーに

限らず、成人アトピーでも炊事・洗濯・

掃除をはじめ、背中へのクリームの塗

布や天候・食事・その日の行動による体

調の変化の記録などいろいろ手伝うこ

とはあります。

　また患者さんは、自分の身体の状態

を理解することに努めてください。何

をした時、何を食べた時、１日のうちい

つ調子が良くなり調子が悪くなるのか

。できればメモすると良いと思います。

一番辛いのは自分ですが、一番努力し

なければいけないのも自分です。普通

に生活している人と違い、制限される

ことが多くなります。これらのことか

ら本当に人は不平等だなと思いますが

、こういう気持ちに支配されてマイナ

ス思考ばかりしていてはなかなか先は

明るくなりません。アトピーは良くな

る病気です。予定は立てにくいですが、

未来に目標を持って、それに対して今

何をするべきかを考えてみてください。

　■4 精神面のケア
それぞれに現れる典型的な状態（証）を以下に示しました。実際はこれらのいくつ

かが合わさって現れていることが多いので、人によりいくつかの証に重複して該

当することがあります。

01　

02　

【主な症状】

皮膚：浸出液は少ない・カサカサして時にひび割れ・皮膚表面の強い痒み・掻くと

皮膚：血が出る、など

全身：のどの渇き・髪の毛がパサパサ・尿が少ない、など

【代表的な処方】　当帰飲子・婦宝当帰膠など

血燥
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主に身体に不足している物を補い、今後アトピーになりにくくします。

02　体質強化の時期
➡主にアトピーが起こった原因の治療（本治）

【主な症状】

皮膚：黒くゴワゴワした皮膚・時に厚く硬い・皮膚のしこり、など

全身：アトピーになってから長い・肩こり・頭痛、など

【代表的な処方】　冠元顆粒・血府逐　湯など

　血

【主な症状】

皮膚がカサカサ・皮膚に粉がふく・皮膚が割れる・冷え性・顔色が白っぽい、など

【代表的な処方】　当帰飲子・婦宝当帰膠・四物湯など

血虚

【主な症状】

皮膚がカサカサ・ほてり・のぼせ・寝汗・咽の渇き、など

【代表的な処方】　瀉火補腎丸・八仙丸など

陰虚

【主な症状】

皮膚：赤くカサカサした皮膚・乾燥していることが多い・はじけるような痒み・急

皮膚：に丘疹ができる、など

全身：汗をかきやすい・アトピーの初期に多い、など

【代表的な処方】　天津感冒片・涼解楽など

風熱

【主な症状】

疲れやすい・汗をかきやすい・カゼをひきやすい、など

【代表的な処方】　衛益顆粒・補中益気湯・黄耆建中湯など

気虚

【主な症状】

皮膚の色が暗い・しみ・肩こり・頭痛・舌が紫色、など

【代表的な処方】　冠元顆粒・血府逐　湯など

　血

　治療過程でこれらの症状が少しずつ

なくなっていきます。使用する薬もそ

の変化に合わせていきますから、当然

変わってきます。漫然と同じ薬を使う

ことはありません。また、ある程度自分

がどういう治療をしているのか、薬は

何のために服用しているのかを把握し

ておくことが大切だと思います。そし

て今、治療していることを頭の中でよ

り具体的に考え、それが達成された時

の状態を思い浮かべることで、治療は

より早く進む可能性があります。



・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　アトピー性皮膚炎で一番つらいのは

患者さん自身。そして一番努力しなけ

ればならないのも患者さん自身です。

繰り返しになりますが、アトピー性皮

膚炎の発症原因がいろいろな要素の蓄

積であれば、その治療もいろいろな角

度から行なう必要があります。制限の

多い不自由な毎日ですが、できるだけ

早くそこから抜け出せるように、自分

の生活と自分自身を総合的に見渡して、

今何をしなければいけないのか、何が

必要なのかを考えてください。そして

いろいろな情報が氾濫していますが、

しっかりとした根拠のある情報を取り

入れ、アトピーを克服してください。

　私がアトピー性皮膚炎という病気を

考える時、ある意味でこの現代に生き

る私達への警告ではないかと思うこと

があります。自動車や飛行機、そしてコ

ンピューターなどの機械や社会のシス

テムは、人がゆとりを持って生活する

ために作り出されたはずです。確かに

便利になった反面、社会の変化するス

ピードが上がり、人はより慌しくかつ

緻密に動かなければならなくなりまし

た。それにつれて競争も激しくなり、生

じたストレスによって肉体的・精神的

に病んでいる人が急増しています。さ

らにその低年齢化も進んでおり、夢の

ない将来に悲観的な若者も多く、それ

が社会へのストレスになるという大き

な悪循環を繰り返しています。一方で

食や住・慣習やモラルにも影響してお

り、今の日本ではなかなか好転しそう

にありません。中国に“黄帝内経”とい

う２千年以上前に書かれた書物があり

ますが、すでにこういった社会のひず

みとその対処に関する記載があります。

現代はそれがエスカレートした状況で

はないでしょうか。

　人間のリズムは本来、自然のリズム

です。春夏秋冬の大きな四季のリズム、

そして朝昼晩の一日のリズムはゆった

りとしたものです。そこに戻ることは

難しいでしょうから、少なくとも時間

に追われるのではなく、時間を使うと

いう考え方、時間を使える生活に多く

の人がなれば、より暮らしやすい社会

になり、ひいてはさまざまな病も減っ

ていくのではないかと思います。
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最後に
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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